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一　

は
じ
め
に

　

日
本
の
文
化
的
特
性
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
者
を
排
斥
す
る
一
面
を
有
し
、
一
旦
犯
罪
者
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し

ま
う
と
、
容
易
に
社
会
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
日
本
で
は
、
起
訴
猶
予
な
ど
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
多
く
運
用
さ
れ
、

そ
の
運
用
は
日
本
の
低
犯
罪
率
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ（
1
）る。
一
方
、
実
務
の
レ
ベ
ル
で
は
、
被
疑
事
件
が
一
旦
起
訴
猶
予
に
付

さ
れ
る
と
、
よ
ほ
ど
の
事
情
の
な
い
限
り
再
起
が
行
わ
れ
な
い
上
、
起
訴
猶
予
処
分
を
受
け
た
者
は
、
特
別
な
措
置
を
受
け
な
い
ま
ま
社

会
復
帰
す
る
。
そ
の
た
め
、
起
訴
猶
予
は
、
被
疑
者
に
対
す
る
処
遇
の
面
が
薄
く
、
改
善
更
生
の
た
め
の
処
遇
の
欠
如
に
よ
る
再
犯
リ
ス

ク
が
存
在
す
る
と
い
う
見
解
が
し
ば
し
ば
提
起
さ
れ
る
。
加
え
て
、
被
害
者
へ
の
配
慮
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
考
え
得
る
。

　

海
外
で
は
、
日
本
の
起
訴
猶
予
に
類
似
す
る
処
分
に
、
条
件
や
遵
守
事
項
な
ど
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
立
法
例
が
珍
し
く
な
い
。
例
え

ば
、
ド
イ
ツ
で
は
公
訴
提
起
の
暫
定
的
猶
予
、
韓
国
で
は
善
導
委
託
付
起
訴
猶
予
、
台
湾
（
中
華
民
国
）
で
は
条
件
付
緩
起
訴
制
度
な
ど

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
単
純
な
起
訴
猶
予
処
分
に
、
何
ら
か
の
付
随
措
置
が
な
さ
れ
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
付
随
措
置
に
は
、

被
疑
者
処
遇
・
再
犯
防
止
に
関
す
る
内
容
の
ほ
か
、
被
害
者
支
援
や
社
会
奉
仕
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
例
も
あ
り
、
よ
り
広
い
運
用
の
途

が
開
か
れ
て
い
る
。

　

上
記
制
度
の
う
ち
、
二
〇
〇
二
年
に
成
立
し
た
台
湾
の
「
緩
起
訴
」
制
度
は
、
そ
の
立
法
目
的
に
は
被
害
者
の
損
害
回
復
が
明
記
さ
れ

て
い
る
た
め
、
被
害
者
支
援
関
連
の
法
整
備
の
一
環
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
近
年
、
緩
起
訴
制
度
は
学
界
に
よ
る
修

復
的
司
法
と
の
関
連
付
け
に
よ
り
、
そ
の
運
用
が
一
層
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
台
湾
の
緩
起
訴
制
度
を
中
心
に
、
そ
の

目
的
・
成
立
理
由
と
実
際
の
運
営
状
況
の
分
析
を
通
じ
、
制
度
に
対
し
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
現
状
を
踏
ま
え
、
起

訴
猶
予
制
度
を
前
提
に
す
る
場
合
、
緩
起
訴
の
よ
う
な
条
件
付
起
訴
猶
予
、
あ
る
い
は
、
類
似
す
る
効
果
を
持
つ
制
度
運
用
に
つ
い
て
、
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そ
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

二　

制
度
の
基
本
的
概
要

㈠　

導
入
経
緯
・
目
的
と
そ
の
意
味

　

緩
起
訴
制
度
は
、
台
湾
の
刑
事
訴
訟
制
度
の
改
革
と
共
に
、
そ
の
一
連
の
法
改
正
の
一
つ
と
し
て
創
設
さ
れ（
2
）た。
詳
細
は
後
に
述
べ
る

が
、
そ
の
輪
郭
を
簡
略
に
示
せ
ば
、
緩
起
訴
制
度
は
、
重
罪
以
外
の
罪
を
犯
し
た
嫌
疑
の
あ
る
被
疑
者
に
対
し
、
検
察
官
が
職
権
に
よ
り
、

期
間
を
設
け
起
訴
を
猶
予
し
、
場
合
に
よ
り
履
行
又
は
遵
守
事
項
を
条
件
と
し
て
付
加
し
、
こ
の
期
間
内
に
被
疑
者
に
は
再
犯
が
な
く
条

件
違
反
も
な
け
れ
ば
、
再
起
訴
が
で
き
な
く
な
る
制
度
で
あ
る
と
説
明
で
き
よ
う
。

　

台
湾
法
で
は
、
最
初
か
ら
不
起
訴
処
分
に
対
す
る
理
解
は
日
本
法
と
は
一
致
し
て
い
な
い
た
め
、
制
度
の
捉
え
方
は
日
本
と
異
な
る
。

台
湾
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
、「
刑
事
訴
訟
法
」
と
い（
3
）う）
で
は
、
緩
起
訴
制
度
が
導
入
さ
れ
る
前
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
起
訴
法
定
主
義
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
検
察
官
は
被
疑
者
に
犯
罪
嫌
疑
が
あ
る
と
認
め
れ
ば
事
件
を
起
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な（
4
）い。

例
外
と
し
て
、
嫌
疑
が

あ
っ
て
も
事
件
を
起
訴
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
が
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
は
微
罪
事
件
に
限
ら
れ
る
た
め
、
検
察
官
の
裁
量
権

は
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い（
5
）た。
こ
の
例
外
類
型
は
、
嫌
疑
不
十
分
や
訴
訟
条
件
・
処
罰
条
件
の
欠
如
に
よ
っ
て
不
起
訴
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
類
型
と
同
列
に
さ
れ
、「
不
起
訴
」
の
類
型
の
一
つ
と
し
て
位
置
さ
れ
て
き
た
。
微
罪
処
理
型
の
不
起
訴
は
「
相
対
的
不
起
訴
」

又
は
「
職
権
に
よ
る
不
起
訴
」、
訴
訟
や
処
罰
条
件
欠
如
に
よ
る
不
起
訴
は
「
絶
対
的
不
起
訴
」
と
呼
ば
れ
る
。
相
対
的
不
起
訴
処
分
に

は
、
犯
罪
嫌
疑
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
訴
追
が
放
棄
さ
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
、
検
察
官
は
そ
の
行
使
に
対
し
て
消
極
的

で
あ
り
、
職
権
に
よ
っ
て
起
訴
し
な
く
て
も
相
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
件
に
つ
い
て
、
あ
え
て
起
訴
を
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、「
起
訴
」
と
「
相
対
的
不
起
訴
」
と
の
間
に
存
在
す
る
ギ
ャ
ッ
プ
が
問
題
視
さ
れ
、
従
来
の
「
相
対
的
不
起
訴
」
の
範
囲

の
一
部
を
含
め
た
第
四
の
処
分
類
型
を
創
設
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
の
差
を
埋
め
る
こ
と
が
緩
起
訴
制
度
導
入
の
狙
い
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ（
6
）る。

　

制
度
導
入
の
直
接
的
な
理
由
は
、
訴
訟
経
済
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
認
知
さ
れ
た
事
件
の
う
ち
の
高
い
割
合
が
警
察
の
微
罪
処
分
に
よ

り
処
理
さ
れ（
7
）る。

こ
れ
に
対
し
、
台
湾
で
は
、
警
察
の
微
罪
処
分
権
が
認
め
ら
れ
ず
、
原
則
的
に
認
知
さ
れ
た
事
件
は
す
べ
て
送
致
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
検
察
官
の
負
担
が
大
き
い
。
そ
の
上
、
刑
事
訴
訟
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
、
交
互
尋
問
な
ど
の
法
廷
活
動
が
強
化
さ

れ
、
従
来
に
な
い
検
察
官
の
過
剰
負
担
と
裁
判
所
の
訴
訟
遅
延
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
れ
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
に
、
事
件
を
公
判
段
階
前
に

プ
ロ
セ
ス
か
ら
離
脱
さ
せ
る
効
果
を
持
つ
緩
起
訴
制
度
の
導
入
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。「
司
法
資
源
の
合
理
化
」
が
主
要
な
目
的
と
し
て

緩
起
訴
制
度
の
立
法
理（
8
）由に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
制
度
の
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
機
能
の
側
面
に
着
目
し
、
訴
訟
経
済
効
果
を
働

か
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
運
用
面
で
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

訴
訟
経
済
の
ほ
か
に
、
立
法
理
由
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
制
度
目
的
は
、「
被
疑
者
の
社
会
復
帰
と
特
別
予
防
」
と
「
被
害
者
の
損
害
回

復
（
補
塡
）」
が
あ（
9
）る。
検
察
官
が
被
疑
者
を
緩
起
訴
処
分
に
付
せ
ば
、
原
則
と
し
て
猶
予
期
間
内
に
被
疑
者
は
社
会
に
復
帰
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
被
疑
者
に
は
そ
の
特
性
に
応
じ
て
条
件
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
か
つ
て
捜
査
段
階
に
は

な
か
っ
た
社
会
内
処
遇
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
検
察
官
は
海
外
で
の
社
会
奉
仕
命
令
に
類
似
し
た
「
義
務
労
務
」

を
指
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
制
度
施
行
以
降
は
そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
、
後
に
執
行
猶
予
と
換
刑
処
分
の
分
野
に
お
い
て
も
類
似
す
る

処
遇
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
、
刑
事
政
策
的
側
面
で
意
味
が
大
き
い
。
そ
し
て
、「
被
害
者
の
損
害
回
復
（
補
塡
）」
と
い
う
制
度
目

的
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
、
被
害
者
へ
の
賠
償
が
遵
守
・
履
行
事
項
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
被
害
者
の
保
護
や
支
援
に
関

す
る
遵
守
・
履
行
事
項
を
命
ず
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
務
レ
ベ
ル
で
は
、
緩
起
訴
処
分
に
よ
り
得
た
金
銭
が
被
害
者
支
援
に
充
て
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
台
湾
で
は
、
緩
起
訴
制
度
は
も
は
や
被
害
者
支
援
に
欠
か
せ
な
い
制
度
で
あ
る
と
い
え
る
。
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以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
緩
起
訴
制
度
を
導
入
し
た
台
湾
現
行
法
で
は
、
起
訴
法
定
主
義
を
維
持
し
な
が
ら
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
内
の

事
件
に
対
し
、
緩
起
訴
処
分
に
付
し
起
訴
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ
起
訴
法
定
主
義
を
原
則
と
す
る
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、

そ
の
例
外
規
定
と
し
て
、
四
つ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
る
便
宜
主
義
の
許
容
類
）
10
（
型
の
う
ち
、
訴
追
の
必
要
な
微
罪
で
あ
っ
て
も
、
被
疑
者
に

負
担
又
は
指
示
を
命
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
追
の
必
要
が
な
く
な
る
と
い
う
類
型
が
あ
り
、
条
件
付
緩
起
訴
制
度
の
参
考
モ
デ
ル
と
言

わ
れ
る
「
賦
課
事
項
又
は
遵
守
事
項
付
起
訴
猶
）
11
（

予
」
は
こ
れ
に
属
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
緩
起
訴
処
分
に
よ
り
起
訴
を
回
避
す
る
理
論

的
根
拠
は
、
訴
追
利
益
が
緩
起
訴
処
分
の
諸
措
置
で
達
成
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
緩
起
訴
の
適
用
範
囲
は
、
従
前
の
微
罪
処
理
型
不
起
訴
よ
り
か
な
り
広
く
認
め
ら
れ
、
起
訴
便
宜
主
義
の
拡
張
と
検
察
官
の
起

訴
裁
量
権
拡
大
に
繫
が
っ
た
の
で
あ
る
。
緩
起
訴
処
分
が
頻
繁
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
で
は
、
例
外
で
あ
る
起
訴
便
宜
主
義

が
原
則
に
な
る
と
い
う
逆
転
現
象
が
現
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
）
12
（

る
。

㈡　

制
度
の
内
容

1　

適
用
範
囲
と
裁
量
基
準

　

緩
起
訴
制
度
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
刑
事
訴
訟
法
第
二
五
三
の
一
第
一
項
は
、「
被
疑
者
の
犯
し
た
罪
名
が
死
刑
、
無
期
懲
役
又
は
三

年
以
上
の
有
期
懲
役
以
外
の
場
合
、
検
察
官
は
刑
法
第
五
七
条
各
項
及
び
公
共
利
益
の
維
持
を
参
酌
し
、
緩
起
訴
が
適
当
と
認
め
る
と
き
、

一
年
以
上
三
年
以
下
の
期
間
を
定
め
、
緩
起
訴
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
）
13
（

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
緩
起
訴
の
適
用
範
囲

は
比
較
的
に
軽
い
罪
で
あ
る
が
、
従
前
の
微
罪
処
理
型
不
起
訴
の
適
用
範
囲
よ
り
広
く
、
窃
盗
罪
や
詐
欺
罪
、
横
領
罪
な
ど
犯
罪
統
計
上

高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
罪
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

緩
起
訴
の
裁
量
基
準
に
つ
い
て
は
、
上
記
条
文
に
お
い
て
二
種
類
が
列
挙
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、「
刑
法
第
五
七
条
各
項
」
と
は
、
裁
判
の
量
刑
段
階
に
お
い
て
斟
酌
す
べ
き
と
さ
れ
る
一
〇
種
類
の
事
項
を
指
）
14
（
す
。
被
疑
者
の
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個
人
状
況
や
社
会
復
帰
の
可
能
性
な
ど
特
別
予
防
の
要
素
は
、
こ
れ
で
考
慮
さ
れ
）
15
（
る
。
被
疑
者
が
犯
罪
に
よ
る
損
害
の
回
復
に
向
け
努
力

し
た
、
あ
る
い
は
、
被
害
者
に
謝
罪
す
る
、
和
解
の
試
み
を
し
た
な
ど
の
事
情
は
、
被
疑
者
の
「
犯
罪
後
の
態
度
」
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
。

　

次
に
、
い
わ
ゆ
る
「
公
共
利
益
の
維
持
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
検
察
官
が
訴
追
利
益
の
有
無
を
含
め
、
政
策
的
な

視
点
か
ら
裁
量
す
る
こ
と
を
指
し
、
犯
罪
の
一
般
予
防
が
こ
こ
に
考
慮
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
）
16
（
る
。
そ
の
た
め
、
個
人
の
自
由
を
制
約
し
得

る
緩
起
訴
処
分
と
い
う
手
段
と
目
的
と
の
均
衡
、
被
害
者
へ
の
配
慮
な
ど
が
、
緩
起
訴
処
分
に
付
す
る
際
に
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

解
釈
上
で
、
検
察
官
は
緩
起
訴
処
分
に
条
件
を
付
加
す
る
場
合
で
も
、
基
本
規
定
た
る
本
項
の
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
制
度

目
的
の
達
成
に
資
す
る
遵
守
・
履
行
事
項
を
指
示
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
条
文
に
示
さ
れ
た
基
準
は
、
検
察
官
が
緩
起
訴
を

決
定
す
る
際
の
裁
量
基
準
で
あ
り
、
そ
の
裁
量
権
の
制
限
で
も
あ
る
。
一
方
、
こ
の
二
つ
の
基
準
が
曖
昧
で
あ
り
、
検
察
官
の
主
観
に
陥

り
や
す
い
と
い
う
批
判
も
あ
）
17
（
る
。

2　

緩
起
訴
の
期
間
・
条
件

　

前
述
の
通
り
、
検
察
官
が
緩
起
訴
を
す
る
際
に
、「
一
年
以
上
三
年
以
下
」
の
猶
予
期
間
（
い
わ
ゆ
る
緩
起
訴
期
間
）
を
指
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
検
察
官
は
裁
量
に
よ
り
、
同
法
第
二
五
三
条
の
二
第
一
項
に
列
挙
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
、
一
つ
又
は
複

数
の
事
項
を
指
定
し
、
履
行
又
は
遵
守
す
る
こ
と
を
被
疑
者
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
緩
起
訴
期
間
を
超
え
な
い
履
行
又

は
遵
守
の
期
間
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
第
四
項
）。
こ
れ
が
「
条
件
付
緩
起
訴
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
履
行
・

遵
守
事
項
は
、
条
文
順
に
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
被
害
者
に
謝
罪
す
る
こ
と
。
②
悔
悟
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

③
被
害
者
の
財
産
的
及
び
非
財
産
的
な
損
害
に
対
し
相
当
額
の
賠
償
を
支
払
う
こ
と
。
④
公
庫
又
は
管
轄
検
察
署
が
指
定
し
た
公
益
団
体
、

地
方
自
治
団
体
に
相
当
額
を
支
払
う
こ
と
。
⑤
管
轄
検
察
署
の
指
定
し
た
政
府
機
関
、
政
府
機
構
、
行
政
法
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
又
は

そ
の
他
公
益
目
的
の
機
構
も
し
く
は
団
体
に
四
〇
時
間
以
上
二
四
〇
時
間
以
下
の
義
務
労
務
を
提
供
す
る
こ
と
。
⑥
禁
絶
治
療
、
精
神
治
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療
、
心
理
補
導
又
は
そ
の
他
適
切
な
処
遇
措
置
。
⑦
被
害
者
の
安
全
を
保
護
す
る
必
要
な
命
令
。
⑧
再
犯
予
防
に
必
要
な
命
令
。

　

遵
守
・
履
行
事
項
を
命
令
す
る
こ
と
自
体
は
被
疑
者
の
自
由
に
制
約
を
課
す
こ
と
で
あ
り
、
法
に
は
上
記
第
三
か
ら
第
六
号
を
命
じ
る

と
き
、
被
疑
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
同
第
二
項
）。
第
一
と
第
二
号
命
令
は
制
度
の
沿
革
事
情
か
）
18
（
ら
、

並
び
に
、
第
七
及
び
第
八
号
命
令
は
補
助
的
な
処
分
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
原
則
的
に
は
そ
の
他
の
処
分
が
処
遇
目
的
の
達
成
に
足
り
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
み
併
用
さ
れ
る
た
）
19
（

め
、
被
疑
者
の
同
意
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
賠
償
又
は
寄
付
の
支
払
担
保
と
し
て
、

第
三
及
び
第
四
号
命
令
は
債
務
名
義
に
な
り
得
る
（
同
第
二
項
）。

3　

緩
起
訴
処
分
の
効
力

　

検
察
官
の
処
分
が
検
察
機
関
に
よ
る
行
政
処
分
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
日
本
法
と
異
な
り
、
台
湾
で
は
、
確
定
さ
れ
た
不
起
訴
処
分

に
確
定
力
が
付
与
さ
れ
、
新
た
な
事
実
あ
る
い
は
証
拠
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
も
し
く
は
、
再
審
事
由
に
準
ず
る
事
由
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
同
一
事
件
に
対
し
て
起
訴
（
再
起
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
第
二
六
〇
）
20
（
条
）。
起
訴
と
不
起
訴
の
間
の
中
間
的
処
分
に
位
置
さ
れ

る
緩
起
訴
処
分
の
効
力
に
つ
い
て
も
、
猶
予
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
そ
の
効
力
を
確
定
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
猶
予
期
間
中
に
処
分

の
取
消
し
事
由
が
あ
れ
ば
、
検
察
官
が
処
分
を
取
り
消
し
、
起
訴
又
は
再
捜
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
で
は
、
猶
予
期

間
が
経
過
し
、
緩
起
訴
処
分
が
確
定
さ
れ
、
不
起
訴
処
分
と
同
じ
効
力
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
猶
予
期
間
に
お
け
る
緩
起
訴

処
分
の
効
力
は
未
定
で
あ
る
が
、
取
消
し
が
な
く
猶
予
期
間
が
経
過
し
た
場
合
、
緩
起
訴
事
件
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
確
定
力
と
い
う
強

い
効
力
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
）
21
（
る
。
な
お
、
取
消
し
事
由
は
、
主
に
被
疑
者
の
期
間
中
の
再
犯
、
又
は
履
行
・
遵
守
事
項
の
違
反

で
あ
る
。
そ
の
際
、
検
察
官
は
職
権
又
は
告
訴
人
の
申
請
に
よ
り
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
五
三
条
の
三
）。

4　

処
分
に
対
す
る
異
議
の
申
立
制
度

　

上
述
の
通
り
、
緩
起
訴
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
検
察
官
の
起
訴
裁
量
権
限
が
拡
大
し
た
。
検
察
官
の
不
当
な
緩
起
訴
処
分
に
対
す
る

抑
止
手
段
と
し
て
、
従
来
の
不
起
訴
処
分
に
対
す
る
異
議
申
立
て
制
度
で
あ
る
「
再
議
」
の
ほ
か
、「
交
付
審
判
」
制
度
が
用
意
さ
れ
て
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い
る
。

　

ま
ず
、「
告
訴
人
は
、
不
起
訴
又
は
緩
起
訴
処
分
書
を
受
け
取
っ
た
後
七
日
以
内
に
不
服
理
由
を
記
載
し
た
書
状
を
も
っ
て
、
原
検
察

官
を
経
て
直
属
上
級
検
察
署
検
察
長
又
は
検
察
総
長
に
提
出
し
て
再
議
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
五
六
条
第
一
項
本
文
）」。
異
議

の
申
立
て
（
つ
ま
り
、
再
議
）
の
申
請
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
原
検
察
官
は
自
ら
そ
の
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
、
認
め
な
い
場

合
は
、
事
件
を
所
属
上
級
検
察
署
検
察
長
又
は
検
察
総
長
に
移
送
し
、
再
議
の
当
否
を
審
査
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
検
察
官
の
所

属
す
る
検
察
署
の
長
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
移
送
を
す
る
前
に
、
自
ら
又
は
他
の
検
察
官
に
命
じ
、
原
処
分
を
取
り
消
し
、

再
捜
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
級
検
察
署
の
検
察
官
又
は
検
察
総
長
は
、
再
議
の
最
終
審
査
を
し
た
結
果
、
却
下
を
し
な
か
っ
た
場
合
、

そ
の
命
令
に
よ
り
、
事
件
を
起
訴
す
る
か
、
捜
査
を
続
行
す
る
こ
と
と
な
る
（
第
二
五
七
、
二
五
八
条
）。

　

再
議
制
度
は
、
検
察
同
一
体
の
原
則
に
基
づ
い
た
上
級
検
察
官
が
下
級
検
察
官
の
処
分
を
是
正
す
る
機
能
に
期
待
す
る
こ
と
に
ほ
か
な

ら
ず
、
検
察
側
の
自
主
的
抑
止
が
拡
張
し
た
起
訴
裁
量
権
に
よ
る
緩
起
訴
濫
用
を
阻
止
で
き
な
い
こ
と
を
想
定
し
、
そ
の
救
済
策
と
し
て

交
付
審
判
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
日
本
の
付
審
判
に
似
た
こ
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
告
訴
人
は
再
議
の
却
下
を
不
服
と
す
る
と
き
、
弁
護
士

を
委
任
し
書
状
を
も
っ
て
裁
判
所
に
交
付
審
判
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
五
八
条
の
一
）。
す
な
わ
ち
、
二
回
も
検
察
に
拒
否
さ

れ
た
異
議
の
当
否
は
最
終
的
に
裁
判
所
が
判
断
す
る
。
裁
判
所
が
合
議
体
の
法
廷
で
交
付
審
判
決
定
を
作
成
す
る
と
き
、
事
件
が
起
訴
さ

れ
た
と
見
な
す
（
第
二
五
八
条
の
三
第
一
項
と
第
四
項
）。
交
付
審
判
手
続
に
お
い
て
委
任
さ
れ
た
弁
護
士
に
捜
査
資
料
の
閲
覧
・
謄
写
権
が

付
与
さ
れ
る
（
第
二
五
八
条
の
一
第
二
項
）。
従
来
、
非
公
開
で
あ
る
検
察
段
）
22
（

階
に
お
け
る
被
害
者
（
告
訴
人
）
の
捜
査
書
類
の
閲
覧
・
謄
写

権
は
、
交
付
審
判
の
導
入
に
伴
い
初
め
て
、
弁
護
士
を
委
任
し
た
こ
の
場
合
の
み
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
例
外
と
し
て
、
検
察
官
の
相
対
的
不
起
訴
あ
る
い
は
緩
起
訴
処
分
に
告
訴
人
が
同
意
し
た
場
合
は
、
こ
れ
に
対
す
る
異
議
の

申
立
（
再
議
）
権
が
失
わ
れ
て
し
ま
）
23
（

う
。
法
は
告
訴
人
の
再
議
を
交
付
審
判
の
前
提
と
す
る
た
め
、
再
議
の
で
き
な
い
場
合
で
は
交
付
審

判
手
続
の
申
請
も
で
き
な
い
。
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三　

被
害
者
支
援
と
修
復
的
司
法
の
側
面
か
ら
見
た
緩
起
訴

㈠　

被
害
者
支
援
と
緩
起
訴

　

前
述
し
た
立
法
趣
旨
か
ら
見
れ
ば
、
司
法
資
源
の
合
理
化
が
緩
起
訴
制
度
の
主
要
目
的
で
あ
る
。
緩
起
訴
の
裁
量
基
準
に
は
特
別
予
防

が
重
視
さ
れ
、
社
会
内
処
遇
が
処
分
の
中
心
内
容
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
制
度
目
的
と
さ
れ
た
被
疑
者
の
社
会
復
帰
と
特
別
予
防
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
立
法
理
由
に
並
列
さ
れ
た
「
被
害
者
の
損
害
回
復
」
と
い
う
目
的
は
、
一
見
埋
没
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
各
具
体
的
事
件
に

お
い
て
、
検
察
官
は
第
三
号
命
令
（
損
害
賠
償
）
を
条
件
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
程
度
の
目
的
達
成
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
旧
法
時

代
、
微
罪
処
理
を
想
定
し
た
相
対
的
不
起
訴
処
分
に
は
類
似
す
る
付
随
命
令
が
存
在
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
慰
撫
金
（
慰
謝
料
）」
と
い

う
非
財
産
的
損
害
に
対
す
る
支
払
い
に
限
ら
れ
て
い
た
。
緩
起
訴
導
入
に
伴
い
、
こ
れ
が
第
三
号
命
令
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
賠
償
範
囲

は
財
産
的
損
害
に
ま
で
拡
張
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
被
害
者
が
起
訴
・
公
判
前
の
段
階
で
民
事
訴
訟
・
付
帯
民
事
訴
訟
手
続
を
経
ず
に
、

そ
の
財
産
的
及
び
非
財
産
的
損
害
に
相
当
す
る
金
銭
賠
償
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
損
害
の
早
期
回
復
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
命
令
は
債
務
名
義
と
し
て
強
制
執
行
に
付
す
こ
と
が
で
き
、
よ
り
確
実
な
損
害
回
復
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
務
で
は
、
損

害
賠
償
額
に
つ
い
て
、
検
察
官
は
被
疑
者
・
被
害
者
の
示
談
に
て
提
示
さ
れ
る
金
額
を
第
三
号
命
令
の
額
に
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
、

賠
償
に
つ
い
て
双
方
の
意
見
が
一
致
す
る
見
込
み
の
あ
る
事
件
に
お
い
て
、
検
察
官
の
折
衝
に
よ
り
合
意
に
至
り
、
そ
の
内
容
を
命
令
の

内
容
と
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る
。
こ
う
し
て
、
被
害
者
の
損
害
回
復
と
い
う
立
法
目
的
は
、
直
接
の
目
的
と
さ
れ
な
い
な
が
ら
も
、
緩

起
訴
に
条
件
を
付
与
す
る
こ
と
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
と
評
価
で
き
る
。
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損
害
回
復
の
み
な
ら
ず
、
緩
起
訴
処
分
に
付
加
で
き
る
諸
条
件
に
は
、
被
害
者
支
援
に
な
り
得
る
事
項
が
多
数
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
被
疑
者
が
第
一
又
は
第
二
号
命
令
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
謝
罪
や
反
省
な
ど
具
体
的
行
為
に
よ
り
、
被
害
者
と
の
関
係
改
善
、
被

害
者
の
心
情
回
復
・
立
ち
直
り
な
ど
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
七
号
の
保
護
命
令
は
補
助
的
な
項
目
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
国
を
後

ろ
盾
に
し
て
被
害
者
の
身
辺
の
安
全
を
保
護
す
る
処
分
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
号
の
寄
付
命
令
は
事
件
の
被
害
者
へ
の

支
払
い
で
は
な
い
が
、
指
定
さ
れ
た
公
益
団
体
へ
の
寄
付
は
加
害
者
の
償
い
の
象
徴
に
な
り
、
被
害
者
へ
の
抽
象
的
回
復
で
も
あ
る
。
被

害
者
支
援
を
行
う
団
体
が
支
払
先
と
し
て
指
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
そ
れ
に
よ
り
、
加
害
者
の
支
払
い
が
最
終
的
に
被
害
者
に
還
元

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
第
五
号
の
義
務
労
務
は
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
や
社
会
内
処
遇
の
効
果
の
ほ
か
に
、
第
四
号
命
令
と

類
似
す
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
緩
起
訴
の
履
行
・
遵
守
事
項
の
内
容
を
検
討
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
制
度
枠
組

み
の
面
で
は
、
立
法
者
は
あ
る
程
度
、
立
法
理
由
に
明
記
さ
れ
る
被
害
者
の
損
害
回
復
の
範
囲
を
超
え
て
、
よ
り
広
範
な
被
害
者
支
援
・

保
護
を
図
る
制
度
を
設
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
画
期
的
な
立
法
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

㈡　

修
復
的
司
法
の
理
念
と
緩
起
訴

　

緩
起
訴
制
度
を
修
復
的
司
法
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
論
説
が
多
数
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
緩
起
訴
の
条
件
を
含
め
た
制
度
全
体
に
は
、

修
復
的
司
法
精
神
の
具
体
化
が
含
ま
れ
て
い
）
24
（
る
、
あ
る
い
は
、
台
湾
の
諸
制
度
に
お
い
て
、
緩
起
訴
制
度
の
各
条
件
が
修
復
的
司
法
の
最

大
化
モ
デ
ル
の
典
型
例
と
評
価
で
き
る
、
な
ど
で
あ
）
25
（

る
。
こ
れ
ら
の
主
張
に
沿
え
ば
、
第
一
か
ら
第
五
号
命
令
は
犯
罪
に
よ
っ
て
生
じ
た

害
を
修
復
す
る
活
動
と
し
て
評
価
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
て
、
修
復
的
司
法
を
推
進
す
る
に
は
ま
ず
緩
起
訴

制
度
を
土
台
と
し
て
力
を
入
れ
る
べ
き
と
主
張
す
る
説
も
少
な
く
な
い
。
実
際
、
法
務
部
が
検
察
署
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
れ
ば
、
条
件
付
緩
起
訴
制
度
に
は
修
復
的
司
法
精
神
が
融
合
さ
れ
て
い
る
と
答
え
た
割
合
は
六
五
・
六
％
に
達
し
、
刑
事
手
続
に
お

け
る
諸
制
度
の
う
ち
で
最
も
評
価
さ
れ
た
制
度
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
）
26
（
る
。
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上
記
と
類
似
す
る
観
点
と
し
て
、
緩
起
訴
制
度
自
体
は
修
復
的
司
法
を
目
的
に
し
た
の
で
は
な
い
が
、
制
度
設
計
に
よ
り
、
そ
の
枠
内

に
修
復
的
司
法
の
実
現
可
能
な
領
域
が
提
供
さ
れ
た
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
例
え
ば
、
場
合
に
よ
り
被
告
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
が
、

謝
罪
、
悔
悟
書
の
提
出
、
賠
償
ひ
い
て
は
金
銭
寄
付
が
緩
起
訴
の
条
件
と
し
て
被
告
人
に
出
さ
れ
た
場
合
、
い
ず
れ
も
そ
の
被
害
者
側
へ

の
修
復
意
識
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
に
繫
が
り
、
あ
る
い
は
そ
の
意
識
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
、
加

害
者
と
被
害
者
の
対
話
に
よ
る
回
復
の
機
会
が
訪
れ
、
そ
こ
に
は
加
害
者
と
被
害
者
の
対
話
を
促
進
す
る
修
復
的
司
法
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

導
入
す
る
余
地
が
生
ま
れ
る
。

　

台
湾
の
法
務
部
が
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
、
法
改
正
を
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
通
達
を
も
っ
て
実
施
し
た
「
修
復

的
司
法
試
行
計
画
」
は
、
捜
査
・
起
訴
段
階
の
み
に
適
用
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
い
が
、
緩
起
訴
の
段
階
で
の
適
用
は
、
修
復
の
結

果
を
検
察
官
の
処
分
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
そ
の
狙
い
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
検
察
官
は
加
害
者
・
被
害
者
の
対
話

過
程
、
協
議
と
履
行
状
況
を
処
分
す
る
と
き
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
）
27
（
る
。
同
計
画
の
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
れ
ば
、
試
行
の
結
果
を
緩
起
訴
又
は
協
商
手
）
28
（

続
の
参
考
に
し
た
い
と
答
え
た
検
察
官
は
八
二
・
五
％
に
も
達
し
た
。
思
う
に
、
こ
の
段

階
で
修
復
的
司
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
る
法
的
根
拠
と
し
て
、
緩
起
訴
を
す
る
際
に
酌
量
す
べ
き
と
さ
れ
た
刑
法
第
五
七
条
各
項
の

う
ち
、
犯
罪
行
為
者
と
被
害
者
の
関
係
、
犯
罪
に
よ
る
危
険
又
は
損
害
と
犯
罪
者
の
犯
罪
後
の
態
度
、
そ
し
て
、
訴
追
利
益
な
ど
政
策
的

視
点
と
被
害
者
へ
の
配
慮
を
含
み
う
る
「
公
共
利
益
の
維
持
」
が
考
え
ら
れ
る
。
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四　

制
度
の
運
営
状
況

㈠　

終
結
状
況
と
主
な
罪
名

　

二
〇
一
一
年
ま
で
地
方
検
察
署
に
立
件
さ
れ
た
全
事
件
の
終
結
状
況
（
表
一
参
照
）
を
見
る
と
、
緩
起
訴
制
度
の
始
ま
っ
た
二
〇
〇
二

年
と
そ
の
翌
年
は
、
新
制
度
に
対
応
し
き
れ
ず
、
緩
起
訴
処
分
の
件
数
が
低
迷
し
て
い
た
が
、
三
年
目
以
降
は
安
定
的
な
割
合
を
占
め
て

お
り
、
全
体
と
し
て
制
度
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
毎
年
の
嫌
疑
あ
り
事
件
の
約
一
五
％
が
緩
起
訴
処
分
と
な
る
こ
と
か
ら
見

る
と
、
緩
起
訴
の
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
機
能
が
確
実
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

緩
起
訴
の
割
合
に
対
し
、「
簡
易
判
）
29
（

決
」
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
軽
微
な
事
件
に
つ
き
、
検
察
官
は

処
遇
手
段
の
選
択
肢
の
少
な
い
簡
易
判
決
申
請
を
避
け
、
多
様
な
条
件
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
緩
起
訴
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
と
考
え

る
。
起
訴
・
判
決
に
よ
る
ラ
べ
リ
ン
グ
を
回
避
す
る
と
い
う
刑
事
政
策
面
で
の
意
味
は
評
価
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
僅
か
な
が
ら

「
相
対
的
不
起
訴
」
処
分
の
割
合
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
裁
量
に
よ
り
起
訴
放
棄
で
済
ま
せ
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
事
件
に
対
し
、
検
察
官

が
あ
え
て
緩
起
訴
処
分
を
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

刑
法
各
章
及
び
特
別
法
別
統
計
（
表
二
参
照
）
を
見
る
と
、
緩
起
訴
さ
れ
た
事
件
に
は
台
湾
刑
法
第
一
一
章
の
「
公
共
危
険
の
）
30
（

罪
」
の

事
件
数
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
刑
法
第
一
八
五
条
の
三
第
一
項
飲
酒
運
転
罪
の
事
件
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
近
年
、

公
共
危
険
の
罪
、
窃
盗
の
罪
、
覚
せ
い
剤
犯
罪
（「
毒
品
危
害
防
止
条
）
31
（

例
」
に
刑
罰
が
設
け
ら
れ
た
各
罪
名
）
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
が

毎
年
の
犯
罪
統
計
の
上
位
を
占
め
る
罪
名
と
相
当
合
致
し
て
い
）
32
（
る
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
、
覚
せ
い
剤
犯
罪
に
対
し
、
緩
起
訴
の
第
六
号
命

令
の
禁
絶
治
療
を
条
件
に
し
、
起
訴
せ
ず
に
積
極
的
に
社
会
内
処
遇
を
行
う
方
針
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
第
七
号
（
被
害
者
保
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（
表
一
）
地
方
検
察
署
事
件
終
結
状
況

年
総
　
計

嫌
疑
あ
り

絶
対
的

不
起
訴

（
件
数
）

そ
の
他

合
計

（
100%

）
通
常
公
訴

（
件
数
・
％
）

簡
易
判
決

（
件
数
・
％
）

緩
起
訴

（
件
数
・
％
）

相
対
的
不
起
訴

（
件
数
・
％
）

2001
289,141

135,916
63,542（

46.8）
65,961（

48.5）
--   （

--）
6,413（

4.7）
91,236

61,989

2002
293,206

137,865
59,070（

42.8）
66,219（

48.0）
3,221  （

2.3）
9,355（

6.8）
93,643

61,698

2003
287,477

133,828
47,867（

35.8）
65,137（

48.7）
13,269  （

9.9）
7,555（

5.6）
91,574

62,075

2004
299,935

147,992
49,412（

33.4）
69,439（

46.9）
21,999（

14.9）
7,142（

4.8）
83,192

68,751

2005
340,196

16 4,665
59,682（

36.2）
74,942（

45.5）
24,626（

15.0）
5,415（

3.3）
90,482

85,049

2006
373,398

192,953
70,705（

36.6）
88,184（

45.7）
27,898（

14.5）
6,166（

3.2）
101,902

78,543

2007
402,115

224,274
88,006（

39.2）
100,416（

44.8）
29,467（

13.1）
6,385（

2.8）
106,863

70,978

2008
413,125

237,941
94,334（

39.6）
105,040（

44.1）
32,162（

13.5）
6,405（

2.7）
108,246

66,938

2009
406,896

227,846
85,023（

37.3）
102,156（

44.8）
33,894（

14.9）
6,773（

3.0）
112,722

66,328

2010
410,387

230,790
88,716（

3 8.4）
98,708（

42.8）
37,614（

16.3）
5,752（

2.5）
117,746

61,851

2011
400,893

230,398
88,338（

38.3）
93,713（

40.7）
43,119（

18.7）
5,228（

2.3）
117,491

53,004

註
：
①
法
務
部
資
料
に
よ
り
作
成
。
②
緩
起
訴
制
度
は
2002

年
2
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
③
％
の
合
計
は
四
捨
五
入
と
し
た
。
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（
表
二
）
地
方
検
察
署
緩
起
訴
事
件
統
計
順
位
表
（
刑
法
各
章
及
び
特
別
法
別
）

順
位

年

１
２

３
４

５

名
称
（
件
数
）

名
称
（
件
数
）

名
称
（
件
数
）

名
称
（
件
数
）

名
称
（
件
数
）

2002
2～
12月

公
共
危
険
の
罪
（
1,246）

窃
盗
の
罪
（
294）

文
書
偽
造
の
罪
（
176）

殺
人
の
罪
（
173）

児
童
及
び
少
年
性
交
易
防

止
条
例
（
170）

2003
公
共
危
険
の
罪
（
6,225）

窃
盗
の
罪
（
893）

文
書
偽
造
の
罪
（
765）

児
童
及
び
少
年
性
交
易
防

止
条
例
（
653）

殺
人
の
罪
（
581）

2004
公
共
危
険
の
罪
 （12,560）

児
童
及
び
少
年
性
交
易
防

止
条
例
（
1,232）

窃
盗
の
罪
（
956）

殺
人
の
罪
（
787）

文
書
偽
造
の
罪
（
783）

2005
公
共
危
険
の
罪
 （14,264）

児
童
及
び
少
年
性
交
易
防

止
条
例
（
1,335）

窃
盗
の
罪
（
1,087）

殺
人
の
罪
（
825）

文
書
偽
造
の
罪
（
824）

2006
公
共
危
険
の
罪
 （15,420）

児
童
及
び
少
年
性
交
易
防

止
条
例
（
1,598）

窃
盗
の
罪
（
1,234）

文
書
偽
造
の
罪
（
939 ）

風
俗
妨
害
の
罪
（
875）

2007
公
共
危
険
の
罪
 （14,377）

児
童
及
び
少
年
性
交
易
防

止
条
例
（
2,262）

詐
欺
の
罪
（
1,577）

窃
盗
の
罪
（
1,215）

風
俗
妨
害
の
罪
（
1,219）

2008
公
共
危
険
の
罪
 （16,402）

風
俗
妨
害
の
罪
（
1,875）

毒
品
危
害
防
止
条
例

（
1,755）

商
標
法
（
1,358）

窃
盗
の
罪
（
1,296）

2009
公
共
危
険
の
罪
 （19,425）

毒
品
危
害
防
止
条
例

（
2,418）

窃
盗
の
罪
（
1,390）

商
標
法
（
1,246）

文
書
偽
造
の
罪
（
1,137）

2010
公
共
危
険
の
罪
 （22,889）

毒
品
危
害
防
止
条
例

（
2,823）

窃
盗
の
罪
（
1,392）

商
標
法
（
1,306）

文
書
偽
造
の
罪
（
1,038）

2011
公
共
危
険
の
罪
 （26,768）

毒
品
危
害
防
止
条
例

（
4,455）

窃
盗
の
罪
（
1,585）

商
標
法
（
1,398）

文
書
偽
造
の
罪
（
952）

註
：
法
務
部
資
料
に
よ
り
作
成
。
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護
命
令
）
と
第
八
号
（
再
犯
予
防
に
必
要
な
命
令
）
も
大
量
に
運
用

さ
れ
、
こ
の
三
つ
の
項
目
の
増
加
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
）
33
（

た
（
表

三
参
照
）。
緩
起
訴
を
活
用
す
る
こ
の
政
策
も
、
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ

ン
効
果
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡　

各
履
行
・
遵
守
条
件
の
運
用
状
況

　

緩
起
訴
の
人
数
及
び
命
令
別
統
計
（
表
三
参
照
）
に
よ
る
と
、

制
度
の
活
発
な
運
用
状
況
が
窺
え
る
。
検
察
官
の
命
じ
た
履
行
・

遵
守
条
件
の
う
ち
、
最
も
多
い
の
は
第
四
号
命
令
（
指
定
団
体
に

寄
付
）
で
あ
る
。
刑
事
訴
訟
法
に
よ
れ
ば
、
支
払
先
が
公
庫
、
指

定
さ
れ
た
公
益
団
体
、
地
方
自
治
団
体
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
金
額
に
つ
い
て
は
検
察
官
が
事
件
の
具
体
状
況
に
よ
っ
て
決

め
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
全
国
一
致
の
基
準
は
存
在
し
な
い
が
、

検
察
署
に
よ
っ
て
独
自
な
基
準
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
）
34
（

る
。

　

現
在
、
第
四
号
命
令
（
指
定
団
体
に
寄
付
）
に
よ
り
得
た
通
称

「
緩
起
訴
処
分
金
」
と
い
う
金
銭
は
、
立
法
当
初
に
予
想
さ
れ
な

か
っ
た
莫
大
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
運
用
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、「
公
益
団
体
」
へ
の
支
払
い
総

額
の
う
ち
、
財
団
法
人
犯
罪
被
害
者
保
護
協
会
（
以
下
、「
保
護
協

（表三）2002年～ 2011年項目別緩起訴人数統計表

年度
被害者
に謝罪

（第 1号）

悔悟書
の提出

（第 2号）

損害賠償
を支払う
（第 3号）

指定団体
に寄付　
（第 4号）

義務労務
の提供　
（第 5号）

治療補導
等の措置
（第 6号）

被害者
保護命令
（第 7号）

再犯予
防命令

（第 8号）
延べ人数

2002 29 72 74 259 192 2 5 23 656

2003 249 2,050 372 6,285 1,664 8 18 1,071 11,717

2004 311 5,014 478 17,569 2,365 32 19 1,893 27,681

2005 253 6,978 460 20,674 2,460 68 46 1,931 32,870

2006 263 7,701 499 24,100 3,250 121 52 3,669 39,655

2007 220 10,090 485 24,798 3,746 543 162 4,970 45,014

2008 269 9,927 602 25,218 5,001 1,085 1,071 12,509 55,682

2009 218 7,568 718 24,567 6,338 1,389 2,371 16,742 59,911

2010 231 7,479 686 28,362 6,173 2,419 1,538 18,453 65,341

2011 285 8,107 727 32,463 4,954 3,533 207 16,769 67,045

註： ①法務部の資料により作成。②単位：人。③検察官の指定できる命令は一項目に限られてい
ないため、各項を合計した人数は当年度処分を受けた総人数とは異なる。
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会
」
と
い
う
）、
更
生
保
護
会
、
観
護
志
工
（
保
護
観
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
協
進
会
な
ど
犯
罪
被
害
者
支
援
団
体
・
更
生
支
援
団
体
へ
の
寄
付

が
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
）
35
（

る
。「
保
護
協
会
」
は
「
犯
罪
被
害
人
（
＝
被
害
者
）
保
護
法
」
の
規
定
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、

犯
罪
被
害
者
支
援
の
目
的
に
特
化
さ
れ
た
官
的
色
彩
の
強
い
財
団
法
人
で
あ
る
。
従
来
、
そ
の
運
営
は
国
（
内
政
部
、
法
務
部
）
の
寄
付

に
頼
っ
て
き
た
が
、
近
年
は
国
の
財
政
難
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
緩
起
訴
処
分
金
で
運
営
予
算
を
賄
う
こ
と
に
な
り
、
国
の
寄
付
を
上

回
っ
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
保
護
協
会
へ
寄
付
し
た
緩
起
訴
処
分
金
は
二
億
七
四
三
万
台
湾
元

（
約
六
億
九
〇
〇
〇
万
）
36
（
円
）
で
、
も
は
や
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
財
源
で
あ
る
。
保
護
協
会
の
み
な
ら
ず
、
近
時
、
公
庫
に
支
払
っ
た

緩
起
訴
処
分
金
を
犯
罪
被
害
者
補
償
金
の
財
源
に
す
る
法
改
正
が
な
さ
れ
、
国
に
よ
る
被
害
者
支
援
事
業
は
税
金
に
よ
ら
ず
に
運
営
す
る

と
い
う
方
針
が
見
え
て
く
る
と
い
え
よ
）
37
（
う
。
し
か
し
、
第
四
号
命
令
の
運
用
に
よ
り
、
政
府
の
財
源
充
実
と
予
算
削
減
、
並
び
に
被
害
者

支
援
活
動
な
ど
に
は
役
立
つ
も
の
の
、
寄
付
金
額
の
妥
当
性
に
疑
問
を
抱
く
意
見
も
あ
）
38
（

る
。
そ
し
て
、「
金
銭
で
制
裁
を
逃
れ
ら
れ
る
」

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

次
に
、
第
五
号
の
義
務
労
務
の
提
供
に
つ
い
て
、
緩
起
訴
処
分
と
し
て
の
義
務
労
務
は
刑
罰
で
は
な
く
、
被
疑
者
の
同
意
が
必
要
で
あ

る
う
え
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
義
務
労
務
を
指
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
法
務
部
の
制
定
し
た
「
検
察
機
関
辦
理
緩
起
訴

處
分
作
業
要
點
」
に
は
、
検
察
官
は
被
疑
者
の
犯
し
た
罪
名
の
ほ
か
、
性
別
、
家
庭
状
況
、
身
分
、
職
業
、
経
歴
、
専
門
、
身
体
能
力
、

素
行
と
参
加
意
向
を
確
認
し
た
う
え
で
、
保
護
観
察
官
が
義
務
労
務
の
手
配
を
行
う
と
さ
れ
て
お
）
39
（
り
、
犯
罪
者
の
改
善
更
生
と
の
連
携
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
慎
重
な
姿
勢
で
行
わ
れ
た
第
五
号
処
分
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
い
え
よ
）
40
（

う
。

　

一
方
、
被
害
者
の
利
益
に
直
結
す
る
第
一
、
三
、
七
号
命
令
の
運
用
が
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
以

下
で
は
、
ま
ず
制
度
の
沿
革
と
目
的
の
側
面
か
ら
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
近
年
議
論
さ
れ
て
い
る
修
復
的
司
法
理
念

の
側
面
を
中
心
に
、
制
度
の
新
た
な
発
展
方
向
を
検
討
し
、
さ
ら
に
、
異
議
申
立
て
制
度
に
お
け
る
被
害
者
の
地
位
か
ら
見
え
て
き
た
問

題
に
つ
い
て
、
若
干
の
意
見
を
述
べ
る
。
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五　

制
度
に
対
す
る
検
討

㈠　

被
害
者
へ
の
配
慮
に
消
極
的
な
検
察
官

　

前
掲
統
計
に
よ
れ
ば
、
緩
起
訴
の
遵
守
・
履
行
事
項
の
う
ち
、
被
害
者
利
益
に
繫
が
る
第
一
（
謝
罪
）、
第
三
（
損
害
賠
償
）、
第
七

（
被
害
者
保
護
命
令
）
号
の
運
用
は
低
迷
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
緩
起
訴
に
付
し
た
事
件
の
大
多
数
が
被
害
者
な
き
犯
罪
で
あ
る
こ

と
を
含
め
て
考
え
て
も
、
そ
の
適
用
率
が
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
る
と
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
）
41
（

る
。
第
三
号
（
損
害
賠
償
）
命
令
が
こ

の
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
、
検
察
官
が
徐
々
に
被
害
者
の
損
害
回
復
を
重
視
し
て
き
た
と
分
析
す
る
反
）
42
（
論
は
あ
る
が
、

そ
の
増
加
は
毎
年
の
緩
起
訴
総
件
数
の
増
加
に
伴
う
自
然
増
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
適
用
率
の
低
さ
は
依
然
変
わ
ら
な
い

と
い
え
よ
う
。
適
用
率
の
低
さ
は
、
検
察
官
が
処
分
を
す
る
際
、
被
害
者
の
心
情
や
意
見
が
そ
れ
ほ
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
）
43
（
る
。
正
に
、
検
察
官
が
被
害
者
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
消
極
的
な
姿
勢
が
、
そ

の
要
因
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
し
た
通
り
、
緩
起
訴
制
度
は
旧
法
「
相
対
的
不
起
訴
」
の
規
定
の
一
部
を
吸
収
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
行
法
に
お
け
る

遵
守
・
履
行
項
目
と
さ
れ
る
第
一
か
ら
第
三
号
命
令
は
、
旧
法
相
対
的
不
起
訴
の
付
随
命
令
に
あ
た
る
。
当
時
は
検
察
官
が
被
害
者
（
告

訴
人
）
の
同
意
を
得
た
う
え
で
、
謝
罪
、
悔
悟
書
の
提
出
、
又
は
慰
撫
金
（
慰
謝
料
）
の
支
払
い
を
条
件
と
し
て
、
被
疑
者
を
不
起
訴
処

分
に
付
す
る
と
い
う
形
で
規
定
さ
れ
て
い
た
（
旧
法
第
二
五
三
条
）。
し
か
し
、
旧
法
時
代
で
は
、
現
在
の
第
一
か
ら
第
三
号
命
令
に
当
た

る
付
随
命
令
の
運
用
も
低
迷
し
て
お
り
、
制
度
の
実
効
性
ま
で
疑
問
視
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
）
44
（

た
。
消
極
的
な
運
用
は
当
時
検
察
官
の
裁
量

権
が
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
被
害
者
同
意
が
得
難
い
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
検
察
官
の
姿
勢
が
積
極
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的
で
な
い
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
。
裁
量
権
が
拡
大
さ
れ
た
近
年
で
も
、
検
察
官
が
消
極
的
な
姿
勢
を
保
っ
た
ま
ま
で
条
文
を
適
用
し
て

き
た
こ
と
が
、
現
在
の
低
い
運
用
率
に
繫
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
旧
法
に
お
い
て
付
随
命
令
を
付
加
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ
た
被
害
者
（
告
訴
人
）
の
同
意
規
定
は
、
緩
起
訴
制
度
導
入
に
伴
っ

て
削
除
さ
れ
、
被
害
者
が
緩
起
訴
処
分
決
定
の
手
続
に
係
わ
る
こ
と
の
で
き
る
法
的
根
拠
が
失
わ
れ
、
よ
り
受
動
的
な
立
場
に
陥
っ
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
も
、
緩
起
訴
処
分
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
被
害
者
の
事
情
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
緩
起
訴
制
度
は
、
被
害
者
の
損
害
回
復
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
広
範
な
被
害
者
支
援
が
制
度

目
的
に
内
包
さ
れ
、
検
察
官
は
あ
ら
ゆ
る
緩
起
訴
処
分
を
行
う
際
、
被
害
者
の
事
情
を
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
制
度
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
第
三
号
の
被
害
者
に
損
害
賠
償
す
る
命
令
は
、
早
期
の
損
害
補
塡
、
訴
訟
資
源

の
合
理
化
、
民
事
訴
訟
に
伴
う
被
害
者
の
労
力
の
回
避
が
期
待
さ
れ
る
が
、
最
も
被
害
状
況
に
詳
し
い
被
害
者
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
賠

償
処
分
で
被
害
者
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
の
か
が
疑
問
で
あ
る
。
処
分
内
容
を
不
満
に
思
う
被
害
者
が
異
議
（
再
議
）
を
申
し
立
て
る
こ
と
、

あ
る
い
は
、
民
事
訴
訟
に
踏
み
切
る
こ
と
も
あ
り
得
る
た
め
、
上
記
の
諸
目
的
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
遵
守
事
項
の

履
行
に
被
害
者
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
場
合
で
は
、
事
前
に
被
害
者
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
被
告
人
の
履
行
が
困
難
に
な
り
、
緩
起
訴
処

分
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
検
察
官
が
捜
査
中
に
被
害
者
を
参
考
人
と
し
て
取
調
べ
を
し
た
と
し
て
も
、
被
害
状
況
に
詳

し
い
被
害
者
の
心
情
・
意
見
を
じ
っ
く
り
斟
酌
し
な
け
れ
ば
、
適
切
な
「
被
害
者
の
安
全
を
確
保
す
る
必
要
な
命
令
」
の
内
容
を
作
る
こ

と
も
困
難
で
あ
）
45
（

り
、
加
え
て
、
被
告
人
に
不
用
意
な
謝
罪
を
命
じ
れ
ば
、
か
え
っ
て
被
害
者
の
感
情
を
害
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

　

緩
起
訴
の
大
量
運
用
と
共
に
、
表
舞
台
に
出
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
被
害
者
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
で
は
履
行
利
益
（
例

え
ば
賠
償
や
謝
罪
）
の
対
象
者
に
過
ぎ
な
い
。
い
か
に
被
害
者
の
利
益
に
な
る
制
度
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
目
的
の
達
成
は
依
然
と
し
て
検

察
官
の
姿
勢
如
何
に
よ
る
。
立
法
論
と
し
て
、
起
訴
段
階
に
お
い
て
被
害
者
の
陳
述
制
度
を
設
け
、
検
察
官
の
公
訴
権
行
使
に
意
見
を
陳

述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
の
意
見
を
確
実
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
見
は
、
問
題
の
改
善
に
繫
が
る
か
も
し
れ
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な
）
46
（
い
。
し
か
し
、
現
状
は
、
論
者
も
峻
烈
に
批
判
し
た
よ
う
に
、
単
に
検
察
官
に
条
件
を
付
加
す
る
権
限
を
付
与
し
、
そ
の
条
件
の
履
行

な
ど
を
根
拠
に
起
訴
か
否
か
を
決
め
る
現
行
法
は
、
実
際
は
加
害
者
・
被
害
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
ひ
い
て
は
市
民
関
与
を
促
進
す
る
こ

と
に
は
甚
だ
及
ば
ず
、
む
し
ろ
検
察
官
の
裁
量
権
拡
大
と
し
か
い
え
な
）
47
（
い
。
被
害
者
の
利
益
に
な
る
処
分
運
用
の
活
性
化
と
そ
の
根
本
に

あ
る
検
察
官
の
意
識
改
革
は
、
今
後
緩
起
訴
制
度
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

㈡　

修
復
的
司
法
理
念
に
基
づ
く
運
用
に
つ
い
て

　

近
時
、
一
部
の
研
究
は
、
緩
起
訴
制
度
導
入
に
よ
る
検
察
官
の
権
限
拡
大
に
伴
う
検
察
官
の
職
能
変
化
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

見
解
は
、
要
す
る
に
、
近
時
の
刑
事
政
策
思
潮
の
転
換
で
、
刑
事
手
続
に
お
い
て
の
被
害
者
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
緩
起
訴
制

度
の
導
入
に
よ
り
、
検
察
官
は
単
に
犯
罪
を
訴
追
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
加
害
者
・
被
害
者
の
個
別
な
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
べ
く
、
ひ

い
て
は
そ
の
対
話
・
和
解
の
仲
介
役
に
も
な
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
）
48
（
り
、
そ
し
て
、
緩
起
訴
制
度
は
修
復
的
司
法
精
神
に
適

合
し
て
お
り
、
検
察
官
自
身
が
修
復
の
促
進
者
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
）
49
（

る
。

　

現
状
分
析
の
み
な
ら
ず
、
緩
起
訴
制
度
の
可
能
性
に
期
待
感
を
寄
せ
る
な
か
で
、
修
復
的
司
法
理
念
を
実
現
で
き
る
制
度
を
緩
起
訴
制

度
に
取
り
入
れ
る
べ
き
と
い
う
よ
う
な
立
法
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
修
復
会
議
（
註
：
被
害
者
と
加
害
者
に
よ
る
対
話
、

又
は
そ
の
他
関
係
者
を
加
え
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
指
す
。）
を
緩
起
訴
の
条
件
と
し
て
制
度
に
取
り
込
）
50
（

む
、
あ
る
い
は
、
緩
起
訴
の
対
象
事
件

に
対
し
、
処
分
の
手
続
に
入
る
前
に
修
復
会
議
を
先
行
さ
せ
）
51
（
る
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
提
言
段
階
に
止
ま
ら
ず
、
前
述
し
た
台
湾
政

府
の
「
修
復
的
司
法
試
行
計
画
」
に
よ
り
、
起
訴
・
緩
起
訴
段
階
で
修
復
的
司
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
際
に
運
用
さ
れ
る
例
も
あ
っ
た
。
上

記
の
提
言
や
試
行
計
画
は
、
い
ず
れ
も
、
緩
起
訴
制
度
を
土
台
に
し
て
、
損
害
修
復
を
重
視
す
る
直
接
対
話
型
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
追
加
す
る
主
張
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
典
型
的
な
最
大
化
モ
デ
ル
と
評
価
さ
れ
た
緩
起
訴
制
度
の
中
で
、
よ
り
純
粋
モ
デ
ル
に
近
い

制
度
を
作
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
修
復
的
司
法
理
念
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
緩
起
訴
の
手
続
に
織
り
込
む
こ
と
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に
つ
い
て
、
疑
問
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。

　

ま
ず
、
検
察
官
に
修
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
託
す
べ
き
か
は
疑
問
で
あ
る
。
取
調
べ
に
お
い
て
、
検
察
官
は
被
害
者
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、

特
別
予
防
の
観
点
で
は
行
為
者
の
改
善
更
生
の
可
能
性
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
双
方
の
間
の
示
談
や
和
解
な
ど
を
判
断
材
料
に
し
て
、
緩

起
訴
処
分
の
適
否
を
判
断
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
検
察
官
が
訴
追
官
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
で
あ
り
、
必
ず
し
も
加
害

者
・
被
害
者
の
対
話
を
促
進
す
る
た
め
で
は
な
い
。
修
復
的
司
法
に
関
す
る
事
項
を
果
た
す
に
は
適
切
な
専
門
知
識
を
要
し
、
す
べ
て
を

検
察
官
に
任
せ
る
の
は
過
剰
な
期
待
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
効
果
に
検
察
官
に
よ
る
個
人
差
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
り

処
分
の
違
い
が
出
た
場
合
、
か
え
っ
て
訴
追
官
と
し
て
の
検
察
官
に
よ
る
処
分
の
公
正
性
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
修
復
的
司
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
の
達
成
に
は
問
題
も
生
じ
か
ね
な
い
。
修
復
的
司
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
緩
起
訴
の
条
件
に
す
る
、

も
し
く
は
、
緩
起
訴
手
続
の
前
段
階
に
一
律
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
場
合
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
対
話
に
よ
っ
て
損
害
を
修
復
す

る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
対
話
の
結
果
は
検
察
官
の
処
分
形
成
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
当
事
者
が
緩
起
訴
を
念

頭
に
置
い
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
や
す
く
、
対
話
が
最
終
的
な
真
の
事
件
解
決
に
導
か
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
自
身
の
訴
訟
上
の
利
益

に
導
か
れ
る
も
の
も
あ
り
得
る
。
対
話
は
加
害
者
の
修
復
意
欲
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
、
得
た
対
話
の
結
果
に
被

害
者
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
内
容
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
被
疑
者
は
処
分
上
の
利
益
を
得
る
た
め
に
、
相
手
の
要
求
を
鵜
吞

み
し
、
後
日
履
行
不
能
に
陥
れ
ば
、
処
分
の
取
消
し
や
起
訴
な
ど
の
不
利
益
を
受
け
か
ね
な
い
。
被
害
者
側
に
も
、
そ
の
不
履
行
に
よ
っ

て
再
び
損
害
を
被
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
緩
起
訴
は
成
立
当
初
よ
り
、
捜
査
が
不
十
分
で
あ
る
事
件
、
又
は
起
訴
判
断
が
困
難
で
あ
る
事
件
の
逃
げ
道
に
な
り
か
ね
な

い
と
い
う
懸
念
が
な
さ
れ
て
き
）
52
（
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
を
起
訴
し
敗
訴
の
不
利
益
を
受
け
る
よ
り
、
緩
起
訴
処
分
を
す
る
ほ
う
が
容
易
な

う
え
に
、
処
分
を
す
る
際
に
、
告
訴
人
の
同
意
さ
え
得
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
異
議
申
立
て
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
、
裁
判
所
に
よ
る
検
察
官
の
判

断
を
覆
す
審
査
も
不
可
能
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
修
復
的
司
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
緩
起
訴
の
条
件
な
ど
の
形
で
手
続
に
織
り
込
ま
れ
れ
ば
、
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こ
れ
が
道
具
化
さ
れ
、
検
察
官
が
和
解
を
強
要
す
る
、
あ
る
い
は
、
告
訴
人
（
被
害
者
）
の
同
意
を
得
る
た
め
の
手
段
と
化
す
お
そ
れ
が

な
い
と
は
い
え
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
修
復
的
司
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
起
訴
・
緩
起
訴
で
の
運
用
は
、
ま
だ
提
言
や
試
行
段
階
に
あ
る
が
、
そ
の
実
施
方
法
に

よ
る
弊
害
を
看
過
で
き
な
い
。
下
手
を
す
れ
ば
、
修
復
的
司
法
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
試
行
段
階
に
お
い
て
は
処
分

権
を
持
つ
検
察
官
が
修
復
的
司
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
関
与
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
も
、
正
式
に
導
入
す
る
際
は
、
そ
れ
を
排
斥
す
べ

き
と
い
う
提
）
53
（
言
は
、
傾
聴
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
修
復
的
司
法
や
そ
の
実
践
策
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
導
入
に
あ
た
り
、

慎
重
な
姿
勢
を
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

㈢　

異
議
申
立
て
と
取
消
し
申
請
手
続
に
お
け
る
被
害
者
の
地
位

　

検
察
官
の
不
当
な
不
起
訴
・
緩
起
訴
処
分
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
策
と
さ
れ
る
再
議
と
交
付
審
判
手
続
、
及
び
条
件
付
緩
起
訴
の
履

行
・
遵
守
事
項
違
反
に
対
す
る
取
消
し
申
請
の
手
続
に
お
い
て
、
被
害
者
の
地
位
に
か
か
わ
る
制
度
面
の
問
題
と
し
て
は
、
主
に
以
下
の

二
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
異
議
申
立
て
の
手
続
が
煩
雑
で
情
報
提
供
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
法
に
は
以
前
か
ら
、
検
察
の
不
当
な
不
起
訴
処

分
に
対
し
、
検
察
同
一
体
の
原
則
の
指
導
監
督
機
能
を
働
か
せ
る
再
議
手
続
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
緩
起
訴
の
導
入
に
よ
り
、
裁
量
権
濫

用
防
止
の
た
め
に
、
さ
ら
に
裁
判
所
が
審
査
を
行
う
交
付
審
判
制
度
が
新
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
段
階
審
査
で
あ
る
再
議
自
体
は
手
間

の
か
か
る
手
続
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
上
に
交
付
審
判
手
続
を
加
え
た
結
果
、
手
続
は
さ
ら
に
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
交
付
審
判
を
行
う
に
は
弁
護
士
を
委
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
被
害
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
で
あ
る
。
検
察
段
階
に
お
い

て
、
捜
査
非
公
開
原
則
に
よ
り
、
被
害
者
は
参
考
人
と
し
て
取
り
調
べ
ら
れ
る
以
外
に
、
捜
査
に
関
す
る
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

交
付
審
判
の
新
設
に
よ
り
、
捜
査
書
類
の
閲
覧
・
謄
写
権
が
初
め
て
委
任
弁
護
士
に
付
与
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
で
は
、
被
害
者
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側
に
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
交
付
審
判
手
続
に
進
む
に
は
予
め
再
議
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
行
制
度
で
は
、
十
分
な
情
報
を
得
ら
れ
な
い
被
害
者
は
検
察
官
の
処
分
を
不
満
に
思
っ
て
も
、
的
確
な
再
議
書
状
で
さ
え
提
出
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。
裁
判
所
が
審
査
を
行
う
制
度
を
設
け
た
以
上
、
再
議
先
行
原
則
を
維
持
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
議
論
す
る
余
地

は
あ
ろ
う
。

　

二
点
目
は
、
異
議
の
申
立
て
、
又
は
緩
起
訴
処
分
取
消
し
の
申
請
手
続
に
お
い
て
、
提
起
権
者
が
告
訴
人
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

条
件
付
緩
起
訴
の
場
合
、
処
分
を
受
け
た
被
疑
者
は
履
行
期
間
内
で
遵
守
事
項
に
違
反
す
れ
ば
、
法
に
は
「
検
察
官
は
職
権
又
は
告
訴
人

の
申
請
に
よ
り
、
緩
起
訴
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
二
五
三
条
の
三
）。
条
件
と
さ
れ
る
事
項
に
お
い

て
、
被
害
者
は
履
行
の
対
象
に
な
っ
た
り
（
例
え
ば
、
謝
罪
や
賠
償
）、
あ
る
い
は
、
履
行
の
利
益
（
例
え
ば
、
悔
悟
書
の
提
出
、
被
害
者
の
安

全
を
保
護
す
る
命
令
、
再
犯
防
止
の
命
令
な
ど
）
を
受
け
る
立
場
に
立
っ
た
り
す
る
た
め
、
被
害
者
と
関
係
の
あ
る
事
項
は
多
い
。
し
か
し
、

被
害
者
と
告
訴
人
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
違
反
の
場
合
は
被
害
者
利
益
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
履
行
違
反
に
つ
い

て
、
告
訴
人
に
の
み
な
ら
ず
、
被
害
者
に
も
取
消
し
の
申
請
権
を
付
与
す
べ
き
で
あ
る
。
検
察
官
の
不
当
な
不
起
訴
・
緩
起
訴
に
対
す
る

抑
止
手
続
に
お
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、
再
議
手
続
は
異
議
申
立
て
の
入
口
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
そ
の
提
起
権
者
も
被
害
者
で
は
な
く
、

告
訴
人
に
限
ら
れ
る
た
め
、
一
部
の
事
件
で
は
、
被
害
者
の
告
訴
権
が
行
使
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
被
害
者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

申
立
て
の
提
起
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

台
湾
の
交
付
審
判
制
度
は
、
日
本
の
付
審
判
請
求
・
準
起
訴
手
続
、
及
び
ド
イ
ツ
の
起
訴
強
制
手
続
を
参
考
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

申
立
権
者
に
限
定
し
上
記
の
制
度
を
眺
め
て
み
る
と
、
日
本
の
制
度
は
公
務
員
職
権
濫
用
な
ど
特
定
さ
れ
た
罪
種
の
み
に
適
用
さ
れ
、
台

湾
制
度
の
趣
旨
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
申
立
権
者
が
告
訴
人
・
告
発
人
と
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
制
度
は
犯
罪
の
被
害
者
と
さ
れ
て
い
）
54
（
る
。

日
本
の
検
察
審
査
会
へ
の
審
査
申
立
て
制
度
も
、
そ
の
申
立
権
者
は
告
訴
人
だ
け
で
は
な
く
、
告
発
人
と
犯
罪
被
害
者
（
又
は
そ
の
遺

族
）
が
含
ま
れ
て
い
）
55
（

る
。
制
度
の
参
考
と
し
た
日
本
と
ド
イ
ツ
の
制
度
が
台
湾
の
制
度
よ
り
被
害
者
の
意
見
を
反
映
し
や
す
い
の
は
明
白
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で
あ
る
。
今
後
、
再
議
と
交
付
審
判
の
提
起
権
者
に
つ
い
て
の
台
湾
法
の
規
定
は
、
検
討
・
改
善
す
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

六　

日
本
で
の
運
用
可
能
性
の
検
討

　

前
述
の
よ
う
に
、
台
湾
の
緩
起
訴
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
事
件
を
手
続
か
ら
外
す
機
能
を
有
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
警
察
に

微
罪
処
分
権
の
な
い
台
湾
と
は
異
な
り
、
日
本
で
は
、
認
知
さ
れ
た
事
件
の
う
ち
の
高
い
割
合
で
警
察
の
微
罪
処
分
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
日
本
で
は
、
緩
起
訴
の
よ
う
な
制
度
を
、
単
な
る
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
策
と
し
た
場
合
、
そ
の
運
用
可
能
性
に
つ
い
て
の
検
討

は
価
値
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
緩
起
訴
制
度
は
、
微
罪
の
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
機
能
の
み
な
ら
ず
、
微
罪
に
限
ら
ず
、

対
象
事
件
に
つ
き
、
条
件
な
ど
諸
措
置
に
よ
り
訴
追
利
益
を
達
成
さ
せ
、
起
訴
を
回
避
す
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
検
察
官
は
多
様
な
履

行
・
遵
守
事
項
を
命
令
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
疑
者
に
対
し
裁
判
所
で
は
行
い
得
な
い
処
遇
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
場
合
に
よ
り
、
こ
れ

が
被
疑
者
の
支
援
に
も
な
り
得
る
。
そ
の
う
え
、
制
度
の
運
用
面
で
の
被
害
者
支
援
の
メ
リ
ッ
ト
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら

の
点
か
ら
見
れ
ば
、
被
疑
者
に
対
す
る
処
遇
の
面
の
薄
く
、
か
つ
、
被
害
者
へ
の
配
慮
が
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
起
訴
猶
予
制
度
と

は
対
照
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
処
遇
又
は
支
援
の
観
点
か
ら
、
緩
起
訴
や
そ
れ
と
類
似
す
る
制
度
の
運
用
検
討
は
意
義
が
あ
ろ
う
。

㈠　

条
件
付
起
訴
猶
予
に
つ
い
て

　

日
本
に
お
け
る
台
湾
法
の
よ
う
な
条
件
付
起
訴
猶
予
の
運
用
の
可
否
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
被
疑
者
の
自
由
や
財
産
に
制
限
を
加
え
る
内

容
を
条
件
に
す
る
場
合
、
運
用
の
法
的
根
拠
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
日
本
刑
事
訴
訟
法
二
四
八
条
の
み
が
起

訴
猶
予
の
法
的
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
処
分
そ
の
も
の
以
外
に
、
検
察
の
命
令
に
よ
り
被
疑
者
に
何
ら
か
の
措
置
を
受
け
さ
せ

る
た
め
の
法
的
根
拠
が
得
難
く
、
更
生
に
益
す
る
措
置
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
参
加
す
る
か
否
は
、
被
疑
者
の
意
思
に
よ
る
も
の
に
ほ
か
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な
ら
な
い
。
起
訴
猶
予
処
分
を
受
け
た
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
処
置
の
う
ち
、
更
生
緊
急
保
護
制
度
に
お
い
て
も
、

「（
対
象
者
の
）
意
思
に
反
し
な
い
」
こ
と
が
そ
の
法
的
要
件
と
さ
れ
て
い
）
56
（

る
。
被
疑
者
同
意
が
求
め
ら
れ
る
場
合
で
は
、
そ
の
任
意
性
が

問
題
に
な
り
得
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
特
定
の
事
項
を
訴
追
猶
予
の
条
件
に
す
る
こ
と
は
、
被
疑
者
が
条
件
と
さ
れ
る
措
置
の
内

容
を
守
ら
な
け
れ
ば
訴
追
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
自
由
制
約
は
被
疑
者
の
同
意
に
よ

り
正
当
化
で
き
る
の
か
を
別
論
に
し
て
も
、
被
疑
者
が
条
件
を
履
行
し
た
場
合
、
訴
追
さ
れ
な
い
制
度
的
担
保
が
問
題
と
な
る
。
台
湾
法

で
は
、
緩
起
訴
が
確
定
さ
れ
る
と
確
定
力
が
付
与
さ
れ
、
原
則
的
に
同
一
事
件
に
つ
き
被
疑
者
が
再
び
訴
追
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ド
イ

ツ
法
で
は
、
被
疑
者
が
指
定
さ
れ
た
事
項
を
履
行
し
た
場
合
、
こ
れ
が
訴
追
障
害
と
し
て
認
め
ら
れ
、
手
続
打
切
り
の
理
由
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
法
で
は
、
一
旦
起
訴
猶
予
に
付
さ
れ
る
と
、
よ
ほ
ど
の
事
情
の
な
い
限
り
再
起
が
行
わ
れ
な
い
実
務
慣
行
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
論
上
で
は
、
後
日
に
起
訴
猶
予
を
取
消
し
再
起
を
し
て
も
二
重
危
険
の
概
念
に
当
た
ら
ず
、
憲
法
違
反
に
な
ら

な
）
57
（
い
た
め
、
再
起
の
可
能
性
が
公
訴
時
効
完
成
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
自
由
制
限
を
伴
う
条
件
を
受
け
入
れ
て
も
訴
さ
れ
る

懸
念
が
払
拭
で
き
な
い
現
制
度
の
枠
内
で
は
、
条
件
付
起
訴
猶
予
の
運
用
に
つ
い
て
疑
問
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡　

福
祉
と
の
連
携
と
経
過
観
察
的
起
訴
猶
予
に
つ
い
て

　

前
述
の
よ
う
に
、
起
訴
猶
予
は
日
本
の
文
化
的
伝
統
や
国
民
の
法
意
識
に
適
合
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
運
用
は
日
本
の
低
犯
罪
率
に

も
寄
与
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
個
別
の
犯
罪
類
型
に
お
い
て
、
起
訴
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
も
、
現
在
の
起
訴
猶
予
の
や

り
方
で
は
対
応
し
き
れ
ず
、
そ
れ
以
外
に
何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。
制
度
面
の
違
い
に
よ
り
、
日
本
制
度

で
は
起
訴
猶
予
処
分
に
条
件
を
付
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
る
が
、
被
疑
者
・
被
害
者
に
対
す
る
支
援
の
見
地
か
ら
、
緩
起
訴
の
よ

う
な
諸
外
国
の
制
度
内
容
は
参
考
に
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
緩
起
訴
制
度
に
は
、
被
害
者
の
経
済
回
復
・
立
直
り
に
資
す
る
内
容
が

あ
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
第
六
号
命
令
（
治
療
補
導
等
の
処
置
）
は
、
特
定
の
被
疑
者
に
と
っ
て
は
支
援
で
も
あ
る
。
緩
起
訴
処
分
に
設
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け
ら
れ
る
猶
予
時
間
は
、
時
間
の
経
過
と
共
に
社
会
内
で
自
己
更
生
す
る
被
疑
者
を
見
守
る
効
果
を
有
す
る
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
検
察
段
階
で
の
適
切
な
介
入
を
伴
う
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
策
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
日
本
制
度
の
参
考
に
な
り
得
る
の

み
な
ら
ず
、
現
制
度
の
枠
内
に
お
い
て
も
、
類
似
す
る
効
果
の
あ
る
措
置
を
採
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

近
時
、
障
が
い
犯
罪
者
の
処
遇
と
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
従
来
の
障
が
い
犯
罪
者
を
通
常
の
刑
事
施
設
に
収

容
す
る
や
り
方
で
は
、
そ
の
障
が
い
の
特
性
や
問
題
に
見
合
っ
た
処
遇
の
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
。
訴
追
や
実

刑
を
回
避
し
、
よ
り
早
い
段
階
で
適
切
な
福
祉
的
支
援
に
繫
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
以
後
の
再
犯
を
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
場
合
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
、
比
較
的
軽
微
な
罪
を
犯
し
た
障
が
い
者
の
う
ち
、
福
祉
的
支
援
を
必
要
と
し
、
福
祉
的
対
応
が
適

切
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
再
犯
の
防
止
が
期
待
で
き
る
者
を
起
訴
猶
予
や
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
と
し
、
福
祉
に
繫
げ
る
支
援
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
）
58
（

る
。
台
湾
法
の
よ
う
に
、
治
療
や
補
導
な
ど
の
措
置
を
条
件
に
し
緩
起
訴
処
分
に
付
す
る
と
い
う
よ
う
な
強
力
的
な
処
遇
方
法

で
は
な
い
が
、
起
訴
猶
予
段
階
で
の
福
祉
と
の
連
携
に
よ
る
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

福
祉
的
支
援
と
の
連
携
の
ほ
か
、
検
察
の
段
階
で
適
切
な
経
過
観
察
を
伴
う
「
経
過
観
察
的
起
訴
猶
予
」
が
提
唱
さ
れ
る
。
こ
の
運
用

法
は
要
す
る
に
、
現
行
法
の
枠
内
で
、
新
た
な
事
件
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
う
る
適
切
な
処
理
の
仕
方
と
し
て
、
一
旦
は
当
該
事
件
を

起
訴
猶
予
と
し
て
処
理
し
た
後
、
あ
る
程
度
の
期
間
内
で
、
被
疑
者
や
そ
の
家
族
、
被
害
者
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
そ
の
間
に
新
た
な
問

題
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
起
訴
猶
予
と
い
う
こ
と
で
確
定
し
、
通
常
の
不
起
訴
事
件
と
し
て
終
了
す
る
が
、
被
疑
者
が
更
生
し
て
お
ら
ず
、

再
犯
の
お
そ
れ
が
払
拭
で
き
な
い
場
合
で
は
、
当
該
事
件
を
再
起
し
て
起
訴
を
検
討
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

経
過
観
察
的
起
訴
猶
予
は
現
行
法
を
前
提
に
す
る
た
め
、
そ
の
実
施
の
法
的
根
拠
に
は
問
題
が
生
じ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
起
訴

猶
予
制
度
の
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、
そ
の
妥
当
性
を
証
左
し
得
る
歴
史
的
な
事
情
が
存
在
す
）
59
（
る
。
最
初
の
起
訴
猶
予
は
、
過
剰
収
容
の

緩
和
な
ど
訴
訟
経
済
・
経
費
節
約
の
目
的
で
、
微
罪
処
分
対
策
と
し
て
治
罪
法
時
代
か
ら
実
務
慣
行
に
よ
り
運
用
し
始
め
ら
れ
た
が
、
大

正
時
代
、
そ
の
範
囲
が
重
罪
ま
で
拡
大
し
た
。
微
罪
以
外
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
苟
も
科
刑
に
依
ら
ず
し
て
他
に
膺
懲
の
道
あ
る
も
の
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に
あ
り
て
は
之
を
不
問
に
付
す
る
も
毫
も
刑
政
に
害
あ
る
こ
と
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
旨
が
当
時
の
訓
示
に
よ
り
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、

微
罪
で
な
い
事
件
の
起
訴
猶
予
は
、「
被
疑
者
の
一
身
事
情
に
顧
み
一
定
の
期
間
起
訴
を
猶
予
し
て
其
間
の
行
状
を
観
察
し
、
非
行
あ
る

と
き
は
起
訴
の
手
続
を
な
す
べ
き
目
的
を
以
て
す
る
不
起
訴
処
分
を
指
す
」
と
微
罪
処
理
と
区
別
さ
れ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
も
と
よ
り
、

微
罪
事
件
に
つ
い
て
は
、
訴
追
し
な
く
て
も
公
的
利
益
を
損
な
わ
な
い
が
、
微
罪
で
な
い
事
件
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
行
状
観
察
な
ど

そ
の
他
の
手
段
に
託
す
こ
と
に
よ
り
、
公
訴
の
必
要
が
な
い
と
判
断
し
得
る
場
合
に
の
み
訴
追
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理
は
、

基
本
性
格
を
踏
襲
し
て
き
た
現
在
の
起
訴
猶
予
に
お
い
て
も
、
そ
の
運
用
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
昭

和
初
期
の
思
想
犯
保
護
観
察
法
の
よ
う
に
、
更
生
と
い
う
建
前
で
、
起
訴
保
留
な
い
し
猶
予
処
分
に
起
訴
猶
予
者
に
対
す
る
保
護
観
察
を

付
加
し
、
人
権
蹂
躙
ま
で
発
展
し
た
や
り
方
に
つ
い
て
は
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
っ
て
も
、
例
え
ば
、
昭
和
三
十
年
代
に
行

わ
れ
た
「
横
浜
モ
デ
）
60
（

ル
」
と
呼
ば
れ
る
保
護
観
察
付
起
訴
猶
予
復
活
の
試
み
に
対
し
、
起
訴
猶
予
と
保
護
観
察
の
結
合
の
妥
当
性
を
中
心

に
行
わ
れ
た
批
）
61
（
判
は
傾
聴
に
値
す
る
が
、
更
生
保
護
以
外
の
介
入
を
伴
う
起
訴
猶
予
を
一
概
に
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
た
と
え
経
過
を

観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
事
件
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
得
る
と
し
て
も
、
や
は
り
、
検
察
の
介
入
が
最
小
限
に
と
ど
ま
る
謙
抑

的
な
運
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

経
過
観
察
的
起
訴
猶
予
と
い
う
運
用
は
、
再
犯
防
止
の
側
面
で
の
機
能
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
起
訴
猶
予
相
当
事
案
を
繰

り
返
す
者
に
か
か
る
事
案
（
と
り
わ
け
、
高
齢
犯
罪
者
の
場
）
62
（
合
）
や
薬
物
事
犯
に
お
い
て
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
経
過
期

間
中
に
被
害
者
へ
の
配
慮
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
被
害
者
支
援
の
側
面
で
の
機
能
を
果
た
す
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

家
庭
内
暴
力
事
犯
の
処
理
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
罰
金
刑
や
自
由
刑
に
よ
る
事
件
の
終
了
で
は
な
く
、
被
疑
者
の
更
生
と
家
庭
生
活
の
維

持
こ
そ
被
害
者
が
望
ん
で
い
る
た
め
、
こ
の
経
過
観
察
的
起
訴
猶
予
の
運
用
に
よ
り
、
被
疑
者
処
遇
と
被
害
者
支
援
の
両
立
が
期
待
で

き
）
63
（

る
。

　

一
般
的
に
は
、
起
訴
猶
予
処
分
を
行
う
際
に
考
慮
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
実
務
慣
行
か
ら
形
成
さ
れ
た
理
）
64
（
由
の
う
ち
に
、「
被
害
弁
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償
」、「
示
談
成
立
」、「
被
害
者
宥
恕
」
な
ど
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
。
仄
聞
な
が
ら
、
実
務
で
は
、
加
害
者
と
被
害
者
の
和
解
に
よ
り
被
害

者
の
宥
恕
が
見
込
め
る
事
件
で
は
、
被
害
者
が
宥
恕
を
表
し
て
か
ら
検
察
が
事
件
を
起
訴
猶
予
処
分
に
付
す
る
方
法
が
存
在
し
、
経
過
観

察
的
起
訴
猶
予
に
近
い
運
用
法
で
あ
る
。
こ
の
運
用
法
の
延
長
と
し
て
、
被
害
弁
償
や
示
談
成
立
の
事
件
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
と
考

え
る
。
現
在
で
は
、
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
和
解
が
裁
判
上
和
解
と
同
一
効
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
制
度
や
損
害
賠
償
命
令
の
申

立
て
制
度
な
）
65
（

ど
、
被
害
者
の
回
復
に
資
す
る
制
度
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
公
判
中
の
制
度
で
あ
る
。
検
察
の
段
階
で
は
、
被
害
弁
償
や
示

談
は
往
々
に
し
て
被
疑
者
に
有
利
な
事
項
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
が
、
起
訴
猶
予
に
付
し
た
後
に
、
十
分
に
履
行
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
犯
罪
に
よ
る
被
害
者
の
損
失
を
賠
償
す
る
事
件
で
は
、
経
過
観
察
的
起
訴
猶
予
を
運
用
し
、
被
疑
者
の

賠
償
意
欲
や
態
度
、
あ
る
い
は
支
払
の
状
況
を
観
察
し
、
適
切
な
程
度
に
達
し
た
と
思
わ
れ
る
と
き
に
起
訴
猶
予
処
分
を
確
定
さ
せ
れ
ば
、

被
害
者
の
損
害
回
復
が
確
実
に
確
保
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
損
害
回
復
の
み
な
ら
ず
、
再
び
被
害
者
に
害
を
与
え
な
い
適
切
な
行
動
を
取
る

よ
う
に
と
い
う
旨
を
被
疑
者
に
告
げ
、
あ
る
程
度
の
期
間
で
そ
の
経
過
を
観
察
し
て
か
ら
起
訴
猶
予
を
確
定
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
再
犯

予
防
で
の
運
用
も
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

七　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
第
五
章
ま
で
、
被
害
者
支
援
、
被
害
者
の
法
的
地
位
、
修
復
的
司
法
な
ど
の
側
面
に
重
点
を
置
き
、
制
度
内
容
と
運
営
状
況

の
分
析
を
通
じ
、
学
説
整
理
を
含
め
台
湾
の
緩
起
訴
制
度
を
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
緩
起
訴
は
、
そ
の
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
効
果
に
よ
り
、
立
法
理
由
と
さ
れ
た
訴
訟
資
源
の
合
理
化
を
果
し
て
い
る
上
、
条
件
付
緩

起
訴
の
運
用
に
よ
り
、
被
疑
者
に
対
し
、
よ
り
適
切
な
処
遇
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
刑
事
政
策
面
で
意
味
が
大
き
い
と
評
価
で
き
る
。

被
害
者
の
損
害
回
復
を
緩
起
訴
制
度
の
立
法
理
由
に
ま
で
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
被
害
者
重
視
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
れ
は
制
度
の
直
接
の
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目
的
で
は
な
い
が
、
履
行
・
遵
守
事
項
の
付
与
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
履
行
・
遵
守
事
項
の
分
析
検
討
か
ら
、
立
法
者
に

は
あ
る
程
度
、
立
法
理
由
の
範
囲
を
超
え
て
、
よ
り
広
範
的
な
被
害
者
支
援
・
保
護
を
図
る
制
度
を
設
け
る
意
図
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
緩
起
訴
処
分
に
よ
り
得
た
金
銭
が
被
害
者
支
援
機
構
や
犯
罪
被
害
者
補
償
金
の
財
源
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
よ

り
充
実
し
た
被
害
者
支
援
が
期
待
さ
れ
る
。
当
制
度
は
、
台
湾
の
被
害
者
支
援
諸
制
度
に
お
い
て
は
重
要
な
制
度
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
本
稿
の
分
析
で
は
、
検
察
官
は
緩
起
訴
処
分
を
行
う
際
、
被
害
者
事
情
の
考
慮
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
や
被
害
者
支
援
に
資
す

る
命
令
の
適
用
に
消
極
的
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
制
度
全
体
の
目
的
の
達
成
に
は
、
検
察
官
の
意
思
改
革
は
重
要
で

あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
緩
起
訴
制
度
は
修
復
的
司
法
理
念
と
馴
染
み
や
す
い
制
度
と
し
て
、
緩
起
訴
制
度
に
修
復
的
司
法
理
念
に
基
づ
く
制
度
を
導

入
す
る
試
み
や
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
念
を
肯
定
し
て
も
、
修
復
的
司
法
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
緩
起
訴
処
分
の
条
件
に

す
る
な
ど
実
施
方
法
に
よ
り
弊
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
導
入
に
あ
た
り
慎
重
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
異
議
申
立
て
と
取
消
し
手
続
に
お
け
る
被
害
者
の
地
位
に
つ
い
て
、
異
議
申
立
て
の
手
続
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と
と
情
報
提
供
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
現
制
度
の
欠
点
と
し
て
確
認
さ
れ
、
両
手
続
の
提
起
権
者
が
告
訴
人
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
類
似
す
る
制
度

の
あ
る
日
本
や
ド
イ
ツ
と
比
べ
る
と
被
害
者
の
意
見
が
反
映
し
に
く
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
点
は
改
善
す
る
余
地
が
あ
る
。

　

第
六
章
で
は
、
緩
起
訴
の
よ
う
な
制
度
を
、
訴
訟
資
源
合
理
化
の
た
め
の
対
策
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
他
運
用
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
を

見
据
え
、
そ
の
日
本
で
の
運
用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
法
的
根
拠
の
欠
如
と
制
度
設
計
の
問
題
で
、
条
件
付
起
訴
猶
予
の
運

用
は
難
し
い
と
確
認
さ
れ
た
が
、
被
疑
者
・
被
害
者
に
対
す
る
支
援
の
見
地
か
ら
、
検
察
段
階
で
の
適
切
な
介
入
を
伴
う
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ

ン
策
と
し
て
、
起
訴
猶
予
と
福
祉
と
の
連
携
、
あ
る
い
は
経
過
観
察
的
起
訴
猶
予
な
ど
よ
り
、
効
果
的
な
起
訴
猶
予
の
運
用
策
は
期
待
し

得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
被
害
者
支
援
策
と
の
連
携
や
検
察
段
階
に
お
け
る
修
復
的
司
法
関
連
制
度
の
導
入
な
ど
、
緩
起
訴
制
度
の
実
施
・
発
展
状
況
を
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注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
起
訴
猶
予
制
度
の
あ
り
方
の
模
索
に
あ
た
っ
て
、
台
湾
を
始
め
諸
外
国
の
制
度
は

参
考
に
す
る
に
値
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
1
）  
太
田
達
也
「
日
本
に
お
け
る
犯
罪
者
の
再
犯
状
況
と
刑
事
司
法
制
度
改
革
」、
河
合
幹
雄
＝
小
関
慶
太
編
集
「
現
代
日
本
の
犯
罪
発
生
率
の
低

さ
を
理
解
す
る
」（
二
〇
一
二
）
所
収
、
五
四
頁
。

（
2
）  

二
〇
〇
〇
年
代
初
期
の
台
湾
で
は
、
刑
事
訴
訟
制
度
全
般
に
対
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
職
権
主
義
の
訴
訟
構
造
の
下
で
検
察

官
の
立
証
活
動
が
不
足
す
る
な
ど
糾
問
的
な
運
用
に
対
す
る
解
決
策
と
し
て
、
当
事
者
主
導
の
要
素
を
取
り
入
れ
、
実
施
の
少
な
か
っ
た
交
互
尋

問
を
的
確
に
行
わ
せ
る
「
改
良
式
当
事
者
主
義
」
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
改
革
は
台
湾
の
刑
事
訴
訟
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。

（
3
）  

本
稿
で
は
、
特
段
の
説
明
の
な
い
限
り
、
脚
注
を
含
み
取
り
上
げ
た
法
文
は
台
湾
刑
事
訴
訟
法
で
あ
る
。

（
4
）  

第
二
五
一
条
第
一
項
「
検
察
官
は
、
捜
査
で
得
た
証
拠
に
よ
っ
て
、
被
告
人
に
犯
罪
の
嫌
疑
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
と
き
は
、
公
訴
を
提

起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

（
5
）  

当
時
の
刑
事
訴
訟
法
第
二
五
三
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
相
対
的
不
起
訴
の
適
用
範
囲
は
当
時
刑
法
第
六
一
条
に
定
め
ら
れ
た
罪
名
に
限
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
原
則
と
し
て
、
窃
盗
罪
、
横
領
罪
、
詐
欺
罪
、
贓
物
罪
の
ほ
か
、
法
定
刑
が
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
又
は
拘
役
（
二
か
月
以
下
に
限

定
さ
れ
る
短
期
自
由
刑
）
の
罪
、
並
び
に
法
定
刑
が
罰
金
の
み
に
処
す
る
罪
し
か
適
用
し
な
か
っ
た
。

（
6
）  

黄
東
熊
「
我
國
近
十
幾
年
來
公
訴
權
運
作
之
回
顧
與
展
望
」
檢
察
新
論
第
七
期
（
二
〇
一
〇
）
一
八
九
頁
。

（
7
）  

例
え
ば
、
平
成
二
三
年
に
一
般
刑
法
犯
で
は
、
全
検
挙
人
員
の
三
二
・
六
％
が
微
罪
処
分
に
よ
り
処
理
さ
れ
た
。
平
成
二
四
年
版
犯
罪
白
書

（
二
〇
一
三
）
四
二
頁
。

（
8
）  

第
二
五
三
条
の
一
の
立
法
理
由
。
立
法
院
公
報
九
十
一
卷
第
十
期
（
二
〇
〇
二
）
九
三
六
頁
。

（
9
）  

同
前
註
。

（
10
）  

①
犯
罪
が
軽
微
で
あ
り
、
訴
追
利
益
が
存
在
し
な
い
場
合
（
軽
罪
の
行
為
者
の
責
任
が
わ
ず
か
で
あ
り
訴
追
し
な
く
て
も
公
的
利
益
を
損
な
わ

な
い
微
罪
不
起
訴
の
場
合
。
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
第
一
五
三
条
）、
②
訴
追
利
益
が
他
の
方
法
で
達
成
で
き
る
場
合
、
③
訴
追
利
益
と
比
べ
て
国

の
利
益
が
優
越
で
あ
る
場
合
、
④
被
害
者
自
身
が
訴
追
を
行
い
得
る
場
合
。
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
「
刑
事
訴
訟
法
」（
中
国
語
簡
体
字
版
）
法



法学政治学論究　第99号（2013.12）

98

律
出
版
社
（
二
〇
〇
三
）
一
〇
三
頁
。

（
11
）  

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
第
一
五
三
条
ａ
に
定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
に
よ
れ
ば
、
一
定
の
場
合
に
、
検
察
官
が
被
疑
者
に
対
し
、
賦
課
事
項
（
負

担
）
又
は
遵
守
事
項
を
課
し
、
公
訴
の
提
起
を
暫
定
的
に
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
指
定
内
容
の
履
行
に
つ
い
て
、
期
間
が
設
け
ら
れ
、
被
疑

者
が
履
行
期
間
内
で
指
定
さ
れ
た
事
項
を
履
行
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
犯
罪
行
為
を
軽
罪
と
し
て
訴
追
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
再
度
訴
追
さ
れ

る
場
合
、
訴
訟
障
害
が
あ
る
と
認
め
、
手
続
打
切
り
の
理
由
と
な
る
。

（
12
）  
廖
正
豪
「
緩
起
訴
制
度
的
任
務
與
前
瞻
」
刑
事
法
雜
誌
第
五
六
卷
第
四
期
（
二
〇
一
二
）
六
頁
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
緩
起
訴
適
用
範
囲
は
重
罪

が
排
除
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
は
刑
法
犯
罪
類
型
の
八
割
以
上
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
た
め
、
広
す
ぎ
て
不
当
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
柯
耀
程

「
緩
刑
與
緩
起
訴
附
條
件
之
分
析
與
檢
討
」
軍
法
專
刊
第
五
六
卷
第
四
期
（
二
〇
一
〇
）
一
〇
九
頁
。

（
13
）  

台
湾
の
刑
事
訴
訟
法
で
は
、
公
訴
提
起
を
境
目
に
被
疑
者
・
被
告
人
と
い
う
用
語
を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
ら
ず
、
捜
査
・
公
判
段
階
と
も
被

告
人
と
称
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
構
成
上
の
便
宜
の
た
め
、
ま
だ
起
訴
さ
れ
て
い
な
い
捜
査
の
対
象
者
の
こ
と
を
被
疑
者
と
訳
す
る
。
以
下
同
様
で

あ
る
。

（
14
）  

条
項
順
に
よ
れ
ば
次
の
一
〇
種
類
で
あ
る
。
犯
罪
の
動
機
及
び
目
的
、
犯
罪
時
に
受
け
た
刺
激
、
犯
罪
の
手
段
、
犯
罪
行
為
者
の
生
活
状
況
、

犯
罪
行
為
者
の
素
行
、
犯
罪
行
為
者
の
知
的
程
度
、
犯
罪
行
為
者
と
被
害
者
の
関
係
、
犯
罪
行
為
者
の
義
務
違
反
の
程
度
、
犯
罪
に
よ
る
危
険
又

は
損
害
、
犯
罪
後
の
態
度
。

（
15
）  

張
麗
卿
「
刑
事
訴
訟
法
理
論
與
運
用
」
五
南
圖
書
（
二
〇
〇
八
）
四
九
七
頁
。

（
16
）  

張
麗
卿
前
掲
註
（
15
）
四
九
七
頁
、
林
鈺
雄
「
刑
事
訴
訟
法
（
下
）」
元
照
出
版
公
司
（
二
〇
一
〇
）
七
八
頁
。

（
17
）  

黄
朝
義
「
刑
事
訴
訟
法
（
増
補
一
版
）」
一
品
文
化
（
二
〇
〇
七
）
二
九
二
頁
。

（
18
）  

第
一
号
（
被
害
者
に
謝
罪
す
る
こ
と
）
及
び
第
二
号
（
悔
悟
書
を
提
出
す
る
こ
と
）
は
、
被
疑
者
の
自
由
を
制
約
す
る
命
令
で
あ
り
得
る
が
、

こ
の
二
つ
は
、
緩
起
訴
制
度
を
導
入
す
る
以
前
に
、
相
対
的
（
職
権
に
よ
る
）
不
起
訴
に
付
す
る
際
の
付
随
命
令
と
し
て
規
定
さ
れ
、
被
疑
者
の

同
意
は
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
緩
起
訴
導
入
後
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

（
19
）  

法
務
部
通
達
「
検
察
機
関
辦
理
緩
起
訴
處
分
作
業
要
點
」（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
九
日
修
正
）、
二
の
（
四
）。

（
20
）  

ち
な
み
に
、
検
察
官
が
不
起
訴
又
は
緩
起
訴
処
分
を
し
た
場
合
、
そ
の
理
由
の
記
載
さ
れ
た
処
分
書
を
告
訴
人
、
告
発
人
、
被
告
人
、
弁
護
人

に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
い
。
緩
起
訴
処
分
に
よ
る
履
行
又
は
遵
守
事
項
に
関
係
す
る
被
害
者
、
機
関
、
団
体
又
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
同
様
で
あ

る
（
第
二
五
五
条
）。
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（
21
）  

最
高
法
院
（
＝
最
高
裁
判
所
）
九
四
台
非
二
一
五
号
判
例
。
誤
っ
て
同
一
事
件
を
起
訴
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
起
訴
に
は
法
律
違
反
が
あ
る
と

い
う
理
由
で
公
訴
棄
却
判
決
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
〇
三
条
第
四
号
）。

（
22
）  

第
二
四
五
条
第
一
項
「
捜
査
は
、
こ
れ
を
公
開
し
な
い
」。
台
湾
で
は
検
察
段
階
を
す
べ
て
捜
査
と
呼
ぶ
。

（
23
）  
第
二
五
六
条
第
一
項
但
書
：「
但
し
、
第
二
百
五
十
三
条
又
は
第
二
百
五
十
三
条
の
一
（
註
：
相
対
的
不
起
訴
と
緩
起
訴
）
の
処
分
に
告
訴
人

が
同
意
し
た
場
合
、
こ
れ
（
註
：
再
議
）
を
で
き
な
い
。」

（
24
）  
例
え
ば
、
許
春
金
等
「
從
修
復
式
正
義
觀
點
探
討
緩
起
訴
受
處
分
人
修
復
性
影
響
因
素
之
研
究
」、
犯
罪
與
刑
事
司
法
研
究
第
七
期
（
二
〇
〇

六
）
一
四
三
頁
。
王
皇
玉
「
刑
事
速
追
理
念
的
轉
變
與
緩
起
訴

―
從
德
國
刑
事
訴
追
制
度
之
變
遷
談
起
」
月
旦
法
学
雑
誌
第
一
一
九
期
（
二
〇

〇
五
）
六
七
頁
。

（
25
）  

黃
榮
堅
「
讎
敵
社
會
裡
的
修
復
式
司
法
？

―
刑
事
法
體
系
中
的
損
害
賠
償
問
題
」
月
旦
法
学
第
一
四
六
期
（
二
〇
〇
七
）
一
〇
九
頁
。

（
26
）  

黃
蘭
媖
等
「
修
復
式
正
義
理
念
運
用
於
刑
事
司
法
制
度
之
探
討
期
末
報
告
」
法
務
部
（
二
〇
一
一
）
二
三
四
頁
。

（
27
）  

法
務
部
「
法
務
部
推
動
『
修
復
式
司
法
試
行
方
案
』
實
施
計
畫
」（
法
保
字
第
〇
九
九
一
〇
〇
三
〇
五
号
、
法
保
字
第
一
〇
一
〇
五
一
一
一
〇

六
〇
号
函
頒
修
正
）、
陸
の
七
。

（
28
）  

簡
易
手
続
の
一
環
と
し
て
の
捜
査
中
の
協
商
手
続
（
量
刑
協
商
手
続
）
と
公
判
中
の
協
商
手
続
（plea bargaining

）
を
指
す
。
手
続
の
性
質

は
異
な
る
が
、
被
害
者
に
謝
罪
す
る
こ
と
と
被
害
者
に
賠
償
す
る
こ
と
が
検
察
官
の
求
刑
又
は
答
弁
取
引
の
条
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
緩
起
訴

と
同
様
で
あ
る
。

（
29
）  

簡
易
判
決
と
は
、
事
案
が
明
白
な
事
件
に
つ
き
、
裁
判
所
は
原
則
と
し
て
、
通
常
公
判
を
開
か
ず
に
検
察
官
の
提
出
し
た
資
料
の
み
に
基
づ
い

て
、
簡
易
判
決
を
も
っ
て
被
告
人
に
刑
を
言
い
渡
す
手
続
で
あ
る
。
第
四
四
九
条
に
言
い
渡
す
こ
と
の
で
き
る
刑
の
制
限
が
設
け
ら
れ
、
執
行
猶

予
、
罰
金
又
は
社
会
労
働
に
換
刑
で
き
る
有
期
懲
役
、
拘
役
又
は
罰
金
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
事
実
上
、
比
較
的
軽
微
な
事
案
に
し
か

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
30
）  

台
湾
刑
法
第
一
一
章
「
公
共
危
険
の
罪
」
に
含
ま
れ
る
各
罪
を
指
す
。
こ
の
章
は
、
日
本
刑
法
に
お
け
る
放
火
及
び
失
火
の
罪
に
相
当
す
る
罪

を
は
じ
め
、
出
水
及
び
水
利
に
関
す
る
罪
、
往
来
を
妨
害
す
る
罪
、
酒
類
及
び
類
似
物
を
使
用
下
で
の
車
輛
運
転
罪
（
通
称
飲
酒
運
転
罪
）
な
ど

を
含
め
、
公
共
安
全
を
害
す
る
犯
罪
で
構
成
さ
れ
る
章
で
あ
る
。

（
31
）  

日
本
の
覚
せ
い
剤
取
締
法
に
相
当
す
る
毒
品
（
覚
せ
い
剤
）
の
取
締
・
使
用
者
の
処
遇
な
ど
、
覚
せ
い
剤
濫
用
に
よ
る
危
害
の
防
止
に
関
す
る

法
律
で
あ
る
。
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（
32
）  

例
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
件
数
の
多
い
順
は
、
公
共
危
険
の
罪
、
毒
品
危
害
防
止
条
例
の
罪
、
横
領
罪
・
詐
欺
・
背
任
及
び

重
利
の
罪
、
窃
盗
の
罪
、
賭
博
の
罪
、
軽
傷
害
罪
、
文
書
偽
造
の
罪
と
な
っ
て
い
る
。
法
務
部
「
民
國
九
十
九
年
犯
罪
狀
況
及
其
分
析
」（
二
〇

一
一
）
二
三
頁
。

（
33
）  
費
玲
玲
「
觀
護
人
執
行
緩
起
訴
案
件
實
務
運
作
與
檢
討
」
刑
事
法
雜
誌
第
五
六
卷
第
四
期
（
二
〇
一
二
）
六
三
頁
以
下
。

（
34
）  
飲
酒
運
転
罪
の
場
合
、
台
北
地
方
検
察
署
の
提
示
し
た
目
安
に
よ
れ
ば
、
行
為
者
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
に
よ
っ
て
五
段
階
に
分
け
、
第

一
か
ら
第
四
級
の
場
合
は
二
万
台
湾
元
（
約
六
万
円
）
か
ら
一
〇
万
元
（
約
三
〇
万
円
）
を
基
準
と
し
、
第
五
級
は
九
万
元
（
約
二
七
万
円
）
以

上
と
さ
れ
て
い
る
。
劉
承
武
「
緩
起
訴
処
分
金
運
作
成
効
及
経
験
分
享
」
刑
事
法
雜
誌
第
五
六
卷
第
四
期
（
二
〇
一
二
）
九
一
頁
。

（
35
）  

緩
起
訴
処
分
に
よ
る
公
益
団
体
へ
の
指
定
寄
付
の
詳
細
は
、
法
務
部
「
一
〇
一
年
法
務
統
計
年
報
」（
二
〇
一
三
）
一
七
六
頁
以
下
参
照
。

（
36
）  

同
前
註
。

（
37
）  

呉
柏
蒼
「
台
湾
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
改
革

―
そ
の
意
味
と
課
題

―
」
法
学
政
治
学
論
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
九
七
号

（
二
〇
一
三
）
一
二
五
頁
以
下
。

（
38
）  

研
究
に
よ
れ
ば
、
第
四
号
処
分
の
平
均
支
払
金
額
は
三
一
五
〇
〇
台
湾
元
（
約
一
〇
万
五
〇
〇
〇
円
）
で
、
罰
金
に
換
刑
処
分
の
で
き
る
拘
役

刑
の
三
五
日
に
相
当
す
る
金
額
に
あ
た
る
。
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
林
順
昌
「
借
鏡
日
本
實
況
談
我
國
緩

起
訴
制
度
」
月
旦
法
學
雜
誌
第
一
一
八
期
（
二
〇
〇
五
）
一
四
一
頁
。

（
39
）  

法
務
部
「
檢
察
機
關
辦
理
緩
起
訴
處
分
作
業
要
點
」
第
三
点
（
十
）
の
4
。

（
40
）  

林
錦
村
「
附
條
件
緩
起
訴
之
實
務
運
作

─
以
台
北
地
檢
署
為
例
」
檢
察
新
論
第
二
期
（
二
〇
〇
七
）
一
二
八
頁
。

（
41
）  

中
華
警
政
研
究
學
會
「
犯
罪
被
害
人
保
護
政
策
體
檢
報
告
」
法
務
部
（
二
〇
一
二
）
三
五
一
頁
、
許
福
生
「
我
國
緩
起
訴
制
度
之
運
用
現
況
與

評
析
」
刑
事
法
雜
誌
第
五
六
卷
第
四
期
（
二
〇
一
二
）
一
一
九
頁
、
謝
如
媛
「
修
復
式
司
法
的
現
況
與
未
來
」
月
旦
法
學
雜
誌
第
一
一
八
期
（
二

〇
〇
五
）
五
〇
頁
。

（
42
）  

朱
坤
茂
「
緩
起
訴
制
度
在
我
国
刑
事
訴
訟
法
上
運
作
與
検
討
」
刑
事
法
雜
誌
第
五
六
卷
第
四
期
（
二
〇
一
二
）
四
五
頁
。

（
43
）  

中
華
警
政
研
究
學
會
前
掲
註
（
41
）
三
五
一
頁
。

（
44
）  

蔡
碧
玉
「
犯
罪
被
害
人
之
賠
償
與
刑
事
司
法
」
律
師
雑
誌
第
二
二
三
期
（
一
九
九
八
）
五
一
頁
。
高
金
桂
「
論
刑
法
上
之
和
解
制
度
」
東
海
法

学
研
究
第
一
四
期
（
一
九
九
九
）
一
五
四
頁
。

（
45
）  

実
際
、
被
害
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
命
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
僅
か
な
文
言
し
か
な
く
（
例
え
ば
「
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
暴
力
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行
為
を
禁
止
す
る
」）、
具
体
的
な
内
容
が
乏
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

（
46
）  

中
華
警
政
研
究
學
會
前
掲
註
（
41
）
四
三
九
頁
。

（
47
）  

謝
如
媛
前
掲
註
（
41
）
五
〇
頁
。

（
48
）  
廖
正
豪
前
掲
註
（
12
）
一
六
頁
。

（
49
）  
「『
修
復
式
正
義
的
實
踐
』
論
壇
」
中
央
大
學
犯
罪
防
治
學
報
第
一
四
期
（
二
〇
一
一
）
一
四
二
頁
。

（
50
）  
黃
蘭
媖
等
前
掲
註
（
26
）
三
八
八
頁
。

（
51
）  

中
華
警
政
研
究
學
會
前
掲
註
（
41
）
四
三
九
頁
。

（
52
）  

林
鈺
雄
前
掲
註
（
16
）
七
八
頁
。

（
53
）  

前
掲
註
（
49
）「『
修
復
式
正
義
的
實
踐
』
論
壇
」
一
四
八
頁
。

（
54
）  

ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
第
一
七
二
条
。
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
前
掲
註
（
10
）
三
七
一
頁
参
照
。

（
55
）  

検
察
審
査
会
法
第
二
条
、
第
三
〇
条
。
昭
和
二
三
年
制
定
よ
り
、
第
二
条
二
項
の
提
起
権
者
に
つ
い
て
、「
告
訴
若
し
く
は
告
発
を
し
た
者
、

請
求
を
持
つ
て
受
理
す
べ
き
事
件
に
つ
い
て
の
請
求
を
し
た
者
又
は
犯
罪
に
よ
り
害
を
被
つ
た
者
」
と
さ
れ
、
平
成
一
二
年
の
改
正
で
、「
犯
罪

に
よ
り
害
を
被
つ
た
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
又
は
兄
弟
姉
妹
」
と
追
加
さ
れ
た
。

（
56
）  

更
生
保
護
法
第
八
五
条
第
四
項
。

（
57
）  

最
判
昭
和
三
二
年
五
月
二
四
日
刑
集
一
一
巻
五
号
一
五
四
〇
頁
。

（
58
）  

太
田
達
也
「
障
が
い
者
に
対
す
る
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
福
祉
的
支
援
」、
南
高
愛
隣
会
編
「
共
生
社
会
を
創
る
愛
の
基
金
二
〇
一
二
年
度
事
業

報
告
書
」
三
八
頁
以
下
。
取
組
の
詳
細
に
つ
い
て
、
こ
の
論
文
の
ほ
か
、
原
山
和
高
「
長
崎
地
検
に
お
け
る
罪
を
犯
し
た
知
的
障
害
者
の
再
犯
防

止
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
」、
研
修
七
七
九
号
（
二
〇
一
三
）
二
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
59
）  

田
代
則
春
「
起
訴
猶
予
制
度
の
今
日
的
課
題
（
一
）

―
開
か
れ
た
起
訴
猶
予
制
度
へ
の
若
干
の
提
案
」
警
察
研
究
第
六
〇
巻
第
三
号
（
一
九

八
九
）
二
〇
頁
以
下
、
三
井
誠
「
検
察
官
の
起
訴
猶
予
裁
量
（
一
）」
法
学
協
会
雑
誌
第
八
七
巻
第
九
・
一
〇
号
（
一
九
七
〇
）
一
頁
以
下
、
及

び
、
同
「（
二
）」
法
学
協
会
雑
誌
第
九
一
巻
第
七
号
（
一
九
七
四
）
三
七
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
段
落
に
取
り
上
げ
た
大
正
二
年
四
月
二

八
日
松
田
正
久
司
法
大
臣
訓
示
と
、
大
正
七
年
「
微
罪
釈
放
ト
起
訴
猶
予
ノ
意
義
区
別
の
件
」
法
務
局
長
通
牒
に
つ
い
て
も
、
上
掲
諸
論
文
を 

参
照
。

（
60
）  

こ
の
取
組
は
、
若
年
者
を
主
な
対
象
者
と
し
て
実
施
さ
れ
た
保
護
観
察
付
起
訴
猶
予
制
度
で
あ
り
、
当
時
の
更
生
緊
急
保
護
法
を
実
施
の
法
的
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根
拠
と
し
、
本
人
か
ら
の
書
面
に
よ
る
保
護
申
出
の
提
出
が
要
件
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
三
六
年
よ
り
横
浜
地
検
が
実
施
し
た
以
降
、
一
時
期
に

は
二
〇
の
地
検
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
約
一
〇
年
間
の
実
施
の
後
、
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。
財
政
基
盤
の
確
保
が
で
き
ず
、
継
続
的
運

営
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
収
束
の
実
質
的
な
原
因
で
あ
る
。
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
、
斉
藤
欣
子
「
横
浜
地
検
に
お
け
る
更
生
保
護
事
件
に
つ

い
て
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
第
一
四
巻
第
一
二
号
（
一
九
六
一
）
五
一
頁
以
下
、
百
瀬
武
雄
等
「
戦
後
（
現
行
刑
訴
施
行
後
）
に
お
け
る
起
訴
猶
予
制

度
運
用
の
実
態
と
起
訴
猶
予
者
の
再
犯
」
法
務
総
合
研
究
所
研
究
部
紀
要
二
九
（
一
九
八
六
）
一
頁
以
下
参
照
。

（
61
）  
横
浜
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
で
あ
る
。
賛
成
意
見
の
例
を
挙
げ
る
と
、
田
代
則
春
「
起
訴
猶
予
制
度
の
今
日
的
課
題
（
二
・
完
）

―

開
か
れ
た
起
訴
猶
予
制
度
へ
の
若
干
の
提
案
」
警
察
研
究
第
六
〇
巻
第
四
号
（
一
九
八
九
）
三
二
頁
。
前
田
俊
郎
「
日
本
に
お
け
る
起
訴
前
の
保

護
観
察

―
起
訴
猶
予
プ
ラ
ス
保
護
観
察

―
」、
ソ
フ
ィ
ア
西
洋
文
化
並
に
東
西
文
化
交
流
の
研
究
、
第
一
一
巻
第
一
号
（
一
九
六
二
）
五
〇

頁
、
田
宮
裕
編
著
「
刑
事
訴
訟
法
Ⅰ
」
有
斐
閣
（
一
九
七
五
）
四
六
七
頁
等
が
あ
る
。
反
対
意
見
の
内
容
を
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
、
横
浜
モ
デ
ル

が
利
用
す
る
更
生
緊
急
保
護
制
度
は
、
そ
の
要
件
と
さ
れ
る
「
本
人
（
被
疑
者
）
の
申
出
」
の
任
意
性
は
、
起
訴
と
い
う
不
利
益
に
威
嚇
さ
れ
歪

め
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
更
生
保
護
の
本
来
の
姿
で
な
い
な
ど
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
三
井
誠
「
検
察
官
の
起
訴
猶
予
裁
量
（
五
・
完
）」
法

学
協
会
雑
誌
第
九
四
巻
第
六
号
（
一
九
七
七
）
一
三
六
及
び
一
三
八
頁
。
類
似
す
る
意
見
、
藤
本
哲
也
「
刑
事
政
策
概
論
〔
全
訂
第
五
版
〕」（
二

〇
〇
六
）
一
七
七
頁
。
ほ
か
に
は
、
宮
澤
浩
一
等
編
「
刑
事
政
策
講
座
（
第
一
巻
）」
成
文
堂
（
一
九
七
一
）
三
〇
八
頁
等
参
照
。

（
62
）  

鈴
木
亨
「
起
訴
猶
予
相
当
事
案
を
繰
り
返
す
者
に
係
る
事
案
の
処
理
に
つ
い
て
」
研
修
七
三
〇
号
（
二
〇
〇
九
）
二
五
頁
以
下
。

（
63
）  

城
祐
一
郎
「
家
庭
内
暴
力
事
犯
の
処
理
に
お
け
る
『
経
過
観
察
的
起
訴
猶
予
』
の
活
用
に
つ
い
て
」
研
修
七
二
〇
号
（
二
〇
〇
八
）
二
七
頁
以

下
。

（
64
）  

百
瀬
武
雄
等
前
掲
註
（
60
）
三
頁
。

（
65
）  

「
犯
罪
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
第
一
三
条
及
び
第
一
七
条
。
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呉　

柏
蒼
（
ご　

は
く
そ
う
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴　
　

台
湾
国
立
台
北
大
学
法
学
研
究
科
修
士
課
程
刑
事
法
専
攻

専
攻
領
域　
　

刑
事
法
（
刑
事
政
策
）

主
要
著
作　
　

 「
台
湾
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
改
革

―
そ
の
意
味
と
課
題

―
」『
法
学

政
治
学
論
究
』
第
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）


